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資

　

料

　

紹

　

介

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
に
つ

は

　

　

じ

　

　

め

　

に

番
外
謡
曲
の
研
究
-
特
に
資
料
の
発
掘
　
-
　
に
つ
い
て
は
'
丸
岡
桂
'
斎

藤
香
村
'
田
中
允
民
ら
に
よ
っ
て
精
力
的
に
お
し
進
め
ら
れ
て
き
た
｡
わ
た
く

し
白
身
も
番
外
曲
に
対
し
て
興
味
を
抱
い
て
お
-
'
そ
こ
に
見
ら
れ
る
引
用
詩

歌
に
つ
い
て
の
調
査
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
'
こ
の
た
び
'
大
阪
に
お
け

る
能
楽
界
の
名
門
大
西
家
1
同
家
は
､
中
興
の
宗
明
が
岩
井
家
の
門
人
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
'
岩
井
派
の
芸
銃
を
伝
え
て
お
-
'
そ
の
文
書
の
重
要
な
も

の
を
も
所
蔵
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
-
　
の
謡
本
を
一
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
'
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
｡
も
っ
と
も
'
披
見

を
許
さ
れ
た
の
は
番
外
謡
曲
の
み
で
あ
-
'
し
か
も
零
本
ば
か
り
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
'
番
外
曲
の
研
究
に
い
-
ぶ
ん
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
'
こ
こ
に
'
そ
れ
を
取
-
上
げ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
｡

1

　

第

　

一

　

種

二
番
綴
二
十
四
冊
四
十
八
番
'
茶
色
表
紙
'

中
央
に
短
冊
型
の
題
算
が
あ

-
'
六
行
書
で
あ
る
｡
内
題
も
あ
り
'
一
部
は
原
本
に
存
在
し
た
奥
書
を
転
写

し
て
い
る
｡
そ
の
曲
名
を
示
せ
ば
次
の
と
お
-
で
あ
る
｡
(
番
号
は
仮
に
筆
者

が
附
し
た
)

-
　
飛
鳥
寺
　
悪
涼
太

2

　

座

論

　

　

小

林

3
　
鄭
懸
山

4

　

御

崎

5
　
連
獅
子

6
※
法
海
寺

7
※
程
々
前

泣
不
動

吉
野
琴

文
学

五
筆

橋
弁
慶
前

8
※
笠

9

　

蛙

1
1
･
:
｣
龍

〓
※
経
盛

1
2
　
香
椎

1
3
　
岡
崎

1
4
　
吉
野

※
明
静

玉
津
島

和
国

神
崎

逆
鉾

鈴
木

真
名
井
原

I

n

･

･

･

･

･

･

･

:

･

･

･

　

一

.

I

.

　

　

　

･

雷
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=
　
H

武
文
　
　
馬
融

住
吉
詣
※
貴
布
繭

空

蝉

　

　

総

角

満
仲
　
　
女
沙
汰

草
薙
　
　
飛
雲

02122232

雪

鬼

　

　

　

恋

松

原

侍
従
重
衡
※
小
倉
御
幸

鞠

　

　

　

　

北

山

馬

乞

　

　

　

真

田

こ
の
中
に
は
'
現
行
曲
　
-
　
｢
逆
鉾
｣

2
 
4
※
雪
頼
朝
　
　
降
魔

｢
橋
弁
慶
前
(
智
之
巻
)
｣
　
｢
住
吉

詣
｣
　
｢
満
仲
｣
　
｢
草
薙
｣
　
｢
飛
雲
｣
　
-
　
も
交
っ
て
お
-
､
そ
の
他
も
比
較
的

近
い
番
外
曲
が
多
-
､
僅
か
に
※
印
を
附
し
た
曲
が
稀
曲
と
し
で
見
出
さ
れ
る

に
過
ぎ
な
い
｡
(
※
印
を
附
し
た
曲
は
　
『
古
典
文
庫
』
に
'
そ
の
他
の
曲
は

『
謡
曲
叢
書
』
な
ど
に
翻
印
さ
れ
て
い
る
)

書
写
年
代
に
つ
い
て
述
べ
る
と
'
そ
の
奥
に
'

明
和
五
子
十
一
月
中
旬
御
本
写
(
｢
飛
鳥
寺
｣
)

明
和
五
子
十
一
月
仲
旬
御
本
写
(
｢
鄭
懸
山
｣
　
｢
小
林
｣
)

明
和
五
子
十
一
月
下
旬
御
本
写
之
(
｢
橋
弁
慶
前
｣
■
連
獅
子
｣
)

明
和
五
子
十
一
月
下
旬
に
御
本
写
(
｢
法
海
寺
｣
)

観
茂
公
御
秘
本
ニ
テ
明
和
五
子
十
一
月
下
旬
御
本
写
(
｢
御
崎
｣
)

明
和
五
子
鹿
月
上
旬
御
本
写
之
(
｢
五
筆
｣
)

明
和
五
子
臓
月
上
旬
御
本
写
(
｢
笠
｣
)

明
和
五
子
鹿
上
旬
御
本
写
(
｢
遅
々
前
｣
)

明
和
五
子
鹿
月
上
旬
御
本
写
(
｢
蛙
｣
)

と
あ
-
'
ま
た
'
あ
る
本
の
奥
に
は
'

明
和
六
丑
正
中
旬
御
本
写
之
(
｢
和
国
｣
)

明
和
六
丑
正
月
仲
旬
御
本
写
之
(
｢
龍
｣
)

明
和
六
丑
正
伸
旬
写
之
(
｢
神
崎
｣
)

明
和
六
丑
正
下
旬
御
本
写
(
｢
逆
鉾
｣
　
｢
岡
崎
｣
)

明
和
六
丑
二
月
上
旬
御
本
写
(
｢
真
名
井
原
｣
)

明
和
六
丑
如
月
上
旬
御
本
写
(
｢
武
文
｣
　
｢
馬
融
｣
　
｢
吉
野
｣
)

明
和
六
年
二
月
中
旬
御
本
写
(
｢
玉
津
島
｣
)

明
和
六
丑
二
月
下
旬
御
本
写
之
(
｢
貴
布
爾
｣
)

と
あ
る
か
ら
'
こ
れ
ら
の
書
の
成
立
は
明
和
六
年
以
後
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
-
'
｢
観
茂
公
御
秘
本
｣
も
し
-
は
｢
御
本
｣
を
写
し
た
も
の
が
'
現
在

の
大
西
家
本
第
一
種
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
観
茂
公
と
い
う
の
は
､
素
謡
の
創

始
者
た
る
服
部
宗
巴
(
福
王
茂
兵
衛
盛
親
)
か
､
そ
の
子
息
な
る
服
部
宗
碩
(
宿

王
茂
兵
衛
盛
信
)
か
の
い
ず
れ
か
と
考
え
ら
れ
る
が
へ
　
こ
の
本
の
書
写
年
代
も

し
く
は
血
脈
関
係
(
後
述
)
か
ら
推
し
て
'
お
そ
ら
く
後
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
｡

そ
れ
で
は
'
｢
御
本
｣
　
と
い
う
の
は
い
か
な
る
書
物
を
指
す
の
で
あ
ろ
う

か
｡
｢
観
茂
公
御
秘
本
｣
を
指
し
て
か
く
呼
称
す
る
場
合
も
も
と
よ
り
あ
り
得

る
が
'
次
の
よ
う
な
奥
書
に
よ
れ
ば
T
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
｡

観
佐
公
観
茂
公
伝
授
正
本

安
一
写
之
(
｢
総
角
｣
)

観
佐
公
同
茂
公
御
秘
伝
正
本
之
写

千
時
宝
永
二
年
四
月
廿
一
日

安
三
公
御
本
ニ
テ
写
之

(
｢
小
倉
御
幸
｣
)

観
茂
秘
本
写
　
　
安
一
改
清
(
｢
岡
崎
｣
)

観
茂
正
本
写
　
　
安
藤
氏
改
之
(
｢
雪
鬼
｣
)

右
観
茂
公
正
本
以
写
之
　
　
又
安
一
本
ニ
テ
見
合
改
(
｢
飛
雲
｣
)
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こ
こ
で
い
う
安
藤
氏
も
し
く
は
安
三
公
'
安
1
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
人
物
は

誰
か
と
い
う
に
'
多
分
｢
福
氏
門
人
録
｣
(
野
々
村
戒
三
氏
著
『
近
畿
能
楽
記
』

に
よ
る
)
に
見
え
る
安
藤
一
融
(
通
称
三
郎
兵
衛
)
　
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
｡
ま
た
'
観
佐
(
左
)
公
と
い
う
の
は
'
十
一
代
観
世
大
夫
左
近

重
清
も
し
く
は
十
二
代
左
門
重
賢
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
'
重
賢
は
隠
居
後

京
都
に
居
住
し
て
い
た
､
の
で
'
後
者
の
方
に
よ
-
蓋
然
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
｡安

一
本
も
し
-
は
安
三
本
と
い
う
の
は
'
｢
観
佐
公
同
茂
公
御
秘
伝
正
本
之

写
｣
な
の
で
あ
-
'
｢
総
角
｣
　
｢
小
倉
御
幸
｣
は
そ
れ
を
更
に
転
写
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
L
t
　
｢
岡
崎
｣
　
｢
雪
鬼
｣
は
観
茂
正
(
秘
)
本
の
写
し
を
'
安
藤
氏

(
安
こ
が
攻
め
た
本
の
'
ま
た
'
｢
飛
雲
｣
は
そ
れ
に
安
一
本
に
よ
っ
て
校

合
を
加
え
た
本
の
'
同
じ
く
転
写
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
｡

で
は
､
原
本
の
書
写
さ
れ
た
時
代
は
い
つ
頃
の
事
で
あ
ろ
う
か
｡

｢
小
倉
御
幸
｣
は
前
掲
の
奥
書
に
続
け
て

マ
マ

又
永
禄
十
二
年
丁
丑
　
(
筆
者
註
'
永
禄
は
元
禄
の
誤
か
'
ま
た
丁
丑
は
元
禄
十
年
に
あ
た

る
)
十
二
月
中
旬
竹
村
甚
公
ニ
テ
広
茂

又
享
保
十
乙
巳
十
月
中
旬
命
子
息
之
通
令
書
写
　
教
献

と
あ
り
'
｢
悪
源
太
｣
に
は
'

右
観
茂
公
秘
本
ヲ
以
テ
元
禄
十
一
年
戊
寅
葉
月
上
旬
写
之
　
　
奏
広
茂

又
享
保
六
年
丑
辛
六
月
甘
九
日
改
之
　
　
釈
教
献

又
同
年
八
乗
卯
中
村
氏
改
清
之
　
又
観
世
織
部
公
ノ
正
伝
卜
見
合
セ

ま
た
'
｢
鈴
木
｣
に
は
､

観
左
観
茂
正
本
ニ
テ
写
之
　
　
元
禄
十
四
歳
巳
壬
五
月
甘
二
日
祐
富
書

さ
ら
に
'
｢
五
筆
｣
に
は
'

観
世
弥
公

観
佐
公
観
弥
大
夫
公
同
茂
公
正
本
伝
授
　
　
享
保
十
二
年
九
月
甘
二
日
習

之

と
記
さ
れ
て
い
る
｡

広
茂
'
教
献
な
ら
び
に
祐
富
は
ど
う
い
う
人
物
か
よ
く
分
ら
な
い
｡
観
世
弥

公
も
し
く
は
観
弥
大
夫
公
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
人
物
も
'
い
ず
れ
観
世
家
も
し

-
は
福
王
家
の
血
統
に
繋
が
る
者
で
あ
ろ
う
が
､
こ
れ
も
誰
を
指
し
て
い
る
の

か
明
ら
か
で
は
な
い
｡
中
村
氏
は
竹
村
定
勝
の
門
人
で
あ
っ
た
中
村
六
右
衛
門

と
も
'
小
川
高
徳
(
服
部
宗
項
の
弟
子
)
　
の
門
下
た
る
中
村
登
仙
(
弥
三
右
衛

門
)
　
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
お
そ
ら
-
前
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
観
世
織
部
公

と
い
う
の
は
十
三
代
観
世
大
夫
織
部
重
記
(
治
章
ま
た
滋
章
と
も
)
　
の
こ
と
で

あ
る
し
'
ま
た
'
竹
村
甚
公
は
上
記
の
竹
村
定
勝
(
甚
左
衛
門
)
　
の
こ
と
で
あ

ろ
う
｡こ

れ
ら
の
奥
書
に
よ
る
と
'
原
本
は
江
戸
中
期
に
書
写
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と

に
な
-
'
観
佐
正
本
も
し
く
は
観
茂
秘
本
'
な
い
し
は
そ
れ
に
基
づ
-
写
本

に
依
拠
､
も
し
-
は
参
看
し
っ
つ
'
後
人
が
書
写
し
た
も
の
が
'
現
在
の
大
西

本
第
一
種
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
｡

か
よ
う
に
'
大
西
本
第
一
種
は
'
曲
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る

け
れ
ど
も
'
い
ず
れ
に
し
て
も
京
観
世
の
系
統
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
-
､
零
本
群
で
は
あ
る
が
'
｢
御
本
｣
の
本
文
を
比
較
的
忠
実
に
伝
え
て
い

る
点
が
貴
重
だ
と
い
え
る
｡

書
写
し
た
人
物
の
不
明
な
点
が
残
念
で
あ
る
が
'
臆
測
を
迂
し
う
す
れ
ば
'
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既
述
の
ご
と
-
'
岩
井
家
の
伝
書
の
一
部
が
大
西
家
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
か

ら
'
あ
る
い
は
岩
井
家
の
人
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡
ま

た
'
大
西
家
の
中
興
の
祖
が
岩
井
家
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
'
あ
る
い
は

大
西
家
の
誰
か
が
写
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
れ
ら
の
詞
章
は
'
『
謡
曲

叢
書
』
'
『
古
典
文
庫
』
の
本
文
と
比
較
す
る
と
'
ま
ま
小
異
が
見
出
さ
れ
る

が
'
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

2

　

第

　

　

二

　

　

種

二
番
綴
二
冊
四
番

卜

薄

　

　

露

2
　
隠
岐
院
　
安
之
字

黒
表
紙
で
､
中
央
に
曲
名
を
記
し
た
退
寮
が
あ
-
(
題
寮
の
用
紙
は
両
者
異

な
っ
て
い
る
)
'
七
行
書
｡
か
つ
'
薄
白
　
露
白
'
隠
岐
院
赤
　
安
之
字
白
と

い
う
ふ
う
に
内
題
が
あ
る
｡
而
し
て
へ
白
'
赤
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
は
よ

-
分
ら
な
い
｡
こ
れ
ら
は
江
戸
末
期
の
筆
写
と
考
え
ら
れ
'
ま
ま
校
合
が
加
え

ら
れ
て
い
る
が
'
『
謡
曲
叢
書
』
の
本
文
と
比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
相
異
は
認
め

ら
れ
な
い
｡

3

　

第

　

　

三

　

　

種

一
番
綴
六
冊
六
番

浜
平
均
　
鞠
　
小
倉
御
幸
　
大
木
　
稲
舟
　
松
浦
鏡

左
肩
に
曲
名
を
記
し
た
題
算
が
あ
-
(
｢
浜
平
均
｣
'
｢
鞠
｣
の
二
曲
と
｢
小

倉
御
幸
｣
'
｢
大
木
｣
'
｢
稲
舟
｣
の
三
番
と
は
超
寮
の
大
き
さ
が
異
な
っ
て

い
る
)
'
六
行
書
で
あ
る
｡
い
ず
れ
も
内
題
は
な
い
｡
た
だ
し
'
｢
松
浦
鏡
｣

は
ひ
ど
く
汚
損
し
て
い
る
｡
そ
し
て
'
｢
大
木
｣
の
奥
に

元
文
三
歳
四
月
十
五
日
写

と
あ
る
か
ら
'
こ
の
一
群
の
謡
本
は
恐
ら
-
元
文
三
年
頃
の
成
立
と
考
え
て
よ

さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
｡
活
版
本
(
『
謡
曲
叢
書
』
'
『
古
典
文
庫
』
)
と
比
較
す

る
と
き
'
｢
鞠
｣
'
｢
小
倉
御
幸
｣
'
｢
大
木
｣
の
三
番
は
小
異
が
認
め
ら
れ

る
に
過
ぎ
な
い
が
'
｢
浜
平
均
L
 
t
　
｢
大
木
｣
の
二
番
は
相
当
違
っ
て
い
る
｡

す
な
わ
ち
､
前
者
は
詞
章
が
か
な
-
省
略
さ
れ
'
ま
た
'
後
者
は
問
答
の
部
分

(
ワ
キ
の
名
ノ
リ
あ
と
の
ワ
キ
と
狂
言
と
の
問
答
'
申
人
後
に
お
け
る
狂
言
と

ツ
レ
と
の
問
答
)
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
活
版
本
と
か
な
-
相
違
し
て

い
る
｡

4

　

第

　

　

四

　

　

種

一
番
綴
五
十
二
番
五
十
二
冊
'
他
に
曲
舞
一
冊
｡
(
｢
久
世
｣
と
超
し
'
湖

の
八
景
　
源
氏
目
録
　
座
敷
飾
　
浜
荻
　
高
野
巻
　
明
ば
の
　
地
主
　
五
常
の

八
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
｣
)

左
肩
に
題
算
が
あ
-
､
本
文
は
七
行
書
で
'
内
題
も
存
す
る
｡
書
写
年
代
は

近
世
末
期
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

○
明
石
上
　
△
足
引
　
○
生
捕
盛
久
　
○
石
神
　
□
市
原
小
町
　
○
雲
林

院
小
町
　
○
猿
通
寺
　
○
小
倉
御
幸
　
△
御
騎
乗
　
△
景
季
　
○
笠
寺

○
革
袴
　
○
久
米
　
△
黒
池
竜
神
　
□
恋
妻
　
○
小
式
部
　
○
小
侍
従

○
金
毘
羅
　
○
鷺
之
前
　
○
更
科
　
○
島
廻
　
□
十
番
切
　
口
上
官
太
子

□
西
岸
居
士
　
d
先
帝
　
○
袖
の
湊
　
○
卒
都
婆
流
　
◎
高
安
小
町
　
○
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龍
崎
　
○
誕
生
寺
　
□
華
自
然
居
士
　
○
横
切
曽
我
　
□
三
日
主
　
○
人

丸
　
○
富
士
見
小
町
　
〇
二
本
杉
　
○
豊
原
寺
　
○
星
降
　
○
細
谷
川

○
法
華
会
　
○
母
衣
　
△
湊
川
　
○
夢
想
松
風
　
○
娘
之
草
茎
　
山
吹

○
山
本
小
町
　
口
八
幡
弓
　
○
幽
霊
小
町
　
○
雪
女
　
○
良
弁
　
口
六
角

堂
　
□
和
国

右
の
五
十
二
番
の
う
ち
'
○
印
を
附
し
た
三
十
五
番
は
『
古
典
文
庫
』
に
'

△
印
を
附
し
た
五
番
は
『
新
謡
曲
百
番
』
に
'
□
印
を
附
し
た
九
番
は
『
謡
曲

叢
書
』
に
'
ま
た
'
◎
印
を
附
し
た
l
番
は
『
謡
曲
評
釈
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
か
ら
､
｢
山
吹
｣
だ
け
が
未
刊
曲
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
(
『
古
典
文
庫
』
に

お
い
て
は
､
｢
石
神
｣
は
｢
石
上
｣
'
｢
市
原
小
町
｣
は
｢
清
水
小
町
｣
i
J
し

て
見
え
,
｢
星
降
｣
は
　
｢
明
星
山
｣
　
に
一
致
し
'
｢
山
吹
｣
　
は
　
『
新
謡
曲
百

番
』
所
収
『
疑
冬
』
と
は
別
曲
で
あ
る
)
な
お
､
｢
山
吹
｣
を
除
く
五
十
一
番

の
曲
名
は
す
べ
て
　
｢
吉
田
本
外
題
集
｣
　
(
古
典
文
庫
『
未
刊
謡
曲
集
三
』
所

収
)
　
に
見
え
て
お
-
'
そ
れ
を
示
す
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡

六
百
番
目

-
上
官
太
子

2
鷺
之
前
　
雲
林
院
小
町
　
小
倉
御
幸
　
猿
通
寺

3
高
安
小
町

4
山
本
小
町
　
革
袴

6
二
本
杉

8
島
廻
　
那
須
(
母
衣
)
　
富
士
見
小
町

9
卒
都
婆
流

川
八
幡
弓
　
倭
国

‖
六
角
堂

1
2
湊
川

1
 
3
袖
湊
　
横
切
曽
我

1
 
7
夢
想
松
風

七
百
番
目

-
先
帝
　
更
科
　
四
季
(
雪
翁
)

2
人
丸
　
小
侍
従

5
花
自
然
居
士

8
西
岸
居
士

‖
一
言
主

八
百
番
目

2
金
昆
羅

3
法
華
会

5
恋
妻
.

る
笠
寺

7
景
季

9
豊
原
寺

川
朗
弁

〓
幽
霊
小
町
　
市
原
小
町
　
生
捕
盛
久

1
2
小
式
部

1
3
鵜
之
草
茎
　
黒
池
龍
神

1
4
久
米
仙
人
　
石
上

1
5
騎
乗
(
御
駒
乗
)
　
誕
生
寺
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＼
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-

･
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1

▼

-

,

.

-

I

･

･

･

モ

ー

-

･

･

　

~

-

･

t

　

　

.

2
0
十
番
切

九
百
番
目

1
6
細
谷
川

2
0
明
星
山
　
竜
崎

こ
れ
に
よ
る
と
'
第
四
種
本
は
零
本
で
は
あ
る
が
'
｢
吉
田
本
外
題
集
｣
に
い

う
と
こ
ろ
の
六
百
番
目
な
い
し
は
八
百
番
目
に
属
す
る
曲
を
主
と
し
て
書
写
し

た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
'
も
と
は
そ
れ
ぞ
れ
百
番
ず
つ
纏
っ
て
い
た

も
の
が
後
に
散
逸
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡
さ
ら
に
､
第
一
種
本
の
大
部
分
が

三
百
番
目
も
し
-
は
四
百
番
目
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
に
対
し
'
第
四
種
本
は

稀
曲
が
多
い
｡
『
未
刊
謡
曲
集
』
の
解
題
に
よ
る
に
'
元
文
写
本
を
除
い
て
'

伝
本
が
'
｢
笠
寺
｣
お
よ
び
｢
豊
原
寺
｣
に
お
い
て
は
僅
か
一
本
､
｢
石
上
｣

お
よ
び
｢
細
谷
川
｣
が
二
本
'
｢
良
弁
｣
　
｢
娘
之
章
茎
｣
　
｢
幽
霊
小
町
｣
が
≡

本
'
｢
竃
崎
｣
が
四
本
'
｢
革
袴
｣
　
｢
鷺
之
前
｣
　
｢
明
星
山
｣
は
五
本
'
｢
誕

●

生
寺
｣
は
六
本
に
過
ぎ
な
い
か
ら
'
こ
れ
ら
の
曲
を
含
む
第
四
種
本
は
資
料
的

に
重
要
な
存
在
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

以
上
で
大
西
家
本
の
紹
介
を
終
え
る
が
'
零
細
な
写
本
群
で
あ
-
'
し
か

も
'
｢
山
吹
｣
を
除
い
て
'
未
翻
刻
の
曲
を
有
し
な
い
と
は
い
え
'
由
緒
正
し

い
京
観
世
の
本
文
を
伝
え
'
か
つ
'
稀
曲
を
か
な
-
包
含
し
て
い
る
点
､
番
外

曲
の
研
究
資
料
と
し
て
　
-
　
特
に
京
観
世
の
伝
統
を
探
る
う
え
に
　
-
　
重
要
な

位
置
を
占
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
｡

次
に
'
大
西
本
番
外
謡
曲
第
四
種
の
う
ち
'
｢
山
吹
｣
　
(
未
刊
曲
)
'
｢
市

原
小
町
｣
'
｢
雲
林
院
小
町
｣
'
｢
高
安
小
町
｣
'
｢
富
士
見
小
町
L
 
t
　
｢
山

本
小
町
｣
'
｢
幽
霊
小
町
｣
の
七
番
を
原
本
通
-
に
覆
刻
す
る
こ
と
に
す
る
｡

節
附
や
特
殊
記
号
は
省
略
し
た
が
'
詞
の
所
は
｢
'
節
の
所
は
｢
を
付
け
て
区

別
し
た
∵
(
原
本
は
＼
の
み
で
あ
り
'
そ
れ
が
原
本
に
な
い
場
合
も
あ
る
が
'

す
べ
て
｢
ま
た
は
｢
を
附
し
て
お
い
た
)

山

　

　

　

吹

次
第
｢
山
よ
-
し
ら
む
朝
ほ
ら
け
'
-
＼
'
春
の
心
そ
の
と
け
き

ワ
キ
詞

｢
是
は
五
条
の
三
位
俊
成
卿
の
ゆ
か
-
の
者
に
て
侯
'
去
子
細
有
ッ
て
か
様
の

メ
L
ク
一

姿
と
成
り
て
候
'
我
此
程
ハ
南
都
に
侯
ひ
て
'
霊
仏
霊
社
を
拝
-
廻
-
て
侯
'

遅
発
猪
井
手
の
里
に
立
越
,
一
見
F
h
 
,
,
,
,
咋
滝
ひ
候
　
サ
シ
㌦
議

の
斜
鷹
雲
端
に
き
へ
'
二
月
の
余
花
ハ
野
外
に
飛
'
芙
や
の
と
け
き
旅
の

空
'
遠
山
霞
む
詠
迄
'
麓
ハ
そ
こ
と
兄
へ
わ
か
て
色
の
千
種
も
白
砂
に
'
芳
野

の
山
を
跡
に
-
て
　
下
寄
｢
雲
井
や
遠
き
雲
井
坂
'
は
る
か
に
鳥
の
鳴
音
か

ト

ヾ

ロ

な
　
上
帝
｢
轟
き
の
橋
の
ゆ
き
け
た
名
に
し
お
ふ
'
-
＼
､
水
の
流
も
い
さ

ヱ

ヒ

ト

ツ

き
よ
き
'
い
く
た
ひ
ぬ
る
ゝ
墨
染
の
む
か
ひ
の
見
詠
の
一
松
'
夕
い
る
雲
の
絶

と
や
井
手
の
里
に
も
着
に
け
り
-
＼
I
t
　
詞
｢
急
候
程
に
'
是
ハ
は
や
井
手
の

里
に
着
て
侯
'
此
の
あ
た
-
に
暫
休
ら
ハ
は
や
と
思
ひ
候
'
や
､
荒
ふ
し
き
や

イ

ク

.

ン

岸
の
山
吹
春
風
ふ
き
て
異
香
薫
す
立
よ
-
-
れ
ハ
'
色
香
妙
に
し
て
常
の
山
吹

タ

に
あ
ら
す
'
よ
し
あ
る
花
と
見
へ
た
-
'
一
枝
手
折
ハ
ヤ
と
思
ひ
侯
　
シ
テ
詞

々

/

ア

マ

｢
な
ふ
-
1
其
山
吹
ハ
何
し
に
手
お
ら
せ
給
ふ
そ
　
ヮ
キ
｢
さ
ん
候
余
-
に
色

香
妙
に
兄
へ
侯
程
に
一
も
と
御
ゆ
る
し
侯
へ
か
し
　
シ
テ
｢
是
ハ
楯
に
て
候
へ

ム

ゲ

共
'
そ
れ
ハ
金
し
べ
銀
し
へ
と
て
名
あ
る
花
そ
か
し
無
下
に
な
お
ら
せ
給
ふ
な

メ

イ

よ
　
ヮ
キ
｢
拐
ハ
隠
れ
な
き
名
草
を
;
　
只
い
た
つ
ら
に
お
ら
ん
事
の
つ
た
な
さ

よ
去
な
か
ら
'
な
べ
て
な
ら
き
る
女
人
の
御
身
と
し
て
､
上
｢
此
花
の
謂
を
の
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ト

イ

　

(

ト

へ

セ

ト

モ

)

　

　

　

(

マ

マ

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

給
ふ
ふ
し
き
き
よ
　
シ
テ
詞
｢
今
更
問
給
ふ
も
お
ろ
か
な
れ
'
能
と
案
し
て
手

ト

シ

ナ

リ

お
ら
せ
給
へ
　
ヮ
キ
上
カ
､
ル
｢
実
今
思
ひ
出
し
た
-
'
俊
成
世
に
ま
し
/
＼
し

折
か
ら
も
'
弥
生
の
比
ハ
朝
な
く
'
此
玉
川
に
駒
と
め
て
'
御
詠
寄
様
～
有

し
と
な
り
　
シ
テ
｢
中
N
な
れ
や
其
山
吹
ハ
'
朝
日
に
む
か
へ
ハ
金
ん
へ
と
名
付

ヮ
キ
｢
桜
を
さ
そ
へ
ハ
銀
し
へ
と
な
ん
'
名
付
給
ふ
と
聞
し
な
り
ー
シ
テ
｢
そ

れ
に
付
て
も
猶
と
深
さ
心
あ
れ
と
も
､
あ
ら
く
謂
を
中
也
　
｢
芙
ゝ
､
そ
れ
ハ

去
事
な
れ
共
'
此
春
ハ
都
恋
し
-
思
ひ
立
'
上
｢
此
玉
川
に
立
寄
て
　
シ
テ
↑
長

チ
リ

閑
き
水
の
春
風
に
'
敬
う
-
花
に
あ
こ
か
れ
て
　
ヮ
キ
詞
｢
心
な
ら
す
も
手
折

な
-
'
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
て
1
も
と
ゑ
さ
せ
給
へ
か
し
　
(
シ
テ
)
　
｢
い
や
/
＼
猶

も
つ
た
な
さ
御
言
の
撃
や
'
桜
に
ま
さ
る
山
吹
の
'
色
香
も
深
-
有
物
を

ヮ
キ
上
カ
､
ル
ヘ
ム
し
き
や
桜
に
増
る
七
の
､
謂
ハ
い
か
成
事
や
ら
ん
　
シ
テ
詞
｢
山

セ

イ

(

マ

マ

)

吹
の
寄
ハ
代
と
の
帝
の
御
製
に
も
又
其
後
定
家
の
苛
に
'
下
｢
匂
ふ
之
春
ハ
暮

行
山
吹
の
　
ヮ
キ
詞
｢
花
こ
そ
花
の
中
に
つ
ら
け
れ
と
読
た
れ
は
　
シ
テ
上
へ
匂

ひ
も
色
ハ
桜
に
限
る
へ
か
ら
す
　
上
苛
｢
桜
に
も
増
る
匂
ひ
の
山
吹
ハ
'
く
'

こ
か
ね
ま
し
り
の
い
や
よ
ひ
や
､
中
J
V
見
る
に
朝
日
影
'
金
し
へ
と
詠
む
も
こ
i
J

ア
カ
ツ
キ

ハ
り
や
'
ま
し
て
暁
の
'
露
分
お
ふ
る
白
露
に
色
香
う
つ
ろ
ひ
て
銀
し
へ
と
見

る
も
お
と
ら
ぬ
'
心
哉
　
-
　
　
ら
キ
詞
｢
如
何
に
中
へ
き
事
の
候
東
に
当
っ

て
森
の
木
立
の
兄
へ
候
ハ
'
如
何
成
所
と
申
候
そ
　
シ
テ
｢
あ
れ
こ
そ
多
賀
の
山

候
　
ワ
キ
｢
又
こ
な
た
に
当
-
て
見
へ
た
る
ハ
承
及
た
る
つ
～
さ
の
原
に
て
侯

か
　
シ
テ
｢
申
≧
の
事
つ
ゝ
さ
の
原
に
て
候
'
是
に
は
三
つ
の
名
あ
-
つ
ゝ
さ

の
原
'
又
岡
と
も
山
と
も
申
侯
　
ワ
キ
｢
さ
ら
ハ
御
物
語
侯
へ
　
シ
テ
｢
語
-

カ

リ

一

り

ま
い
ら
せ
候
へ
L
t
ま
つ
家
隆
此
原
を
詠
め
て
'
下
｢
た
が
里
に
つ
ゝ
き
の
原

の
夕
霞
'
詞
｢
煙
も
兄
へ
ハ
宿
は
か
ら
ま
し
と
な
ん
､
又
光
俊
の
御
詠
に
'
い

か
に
せ
ん
つ
ゝ
さ
の
岡
の
く
す
の
葉
の
'
う
ら
-
て
後
ハ
又
も
帰
ら
す
山
と
詠

メ

イ

カ

せ
し
名
寄
も
あ
り
'
か
の
後
九
条
の
内
大
臣
よ
み
給
ふ
ハ
'
上
｢
あ
ら
磯
の
つ

ヲ
チ
カ
タ

ゝ
さ
の
山
は
風
越
て
'
遠
方
人
に
か
-
る
白
浪
'
詞
｢
か
や
う
の
名
寄
も
聞
参

ら
せ
候
よ
　
ヮ
キ
カ
､
ル
上
｢
や
さ
し
や
な
女
性
の
御
身
と
し
て
'
か
程
委
き
物

語
'
詞
｢
又
左
｡
ノ
に
見
へ
た
る
流
れ
ハ
い
か
に
　
シ
テ
｢
此
玉
水
の
な
か
れ
の

す
へ
な
れ
ハ
'
玉
川
の
な
か
れ
と
申
と
か
や
　
ヮ
キ
上
｢
猶
と
き
け
ハ
面
白
や
'

原
と
岡
と
　
シ
テ
｢
山
も
層
っ
ゝ
さ
の
里
　
上
岡
｢
風
通
ふ
っ
ゝ
さ
の
里
の
水

底
ハ
'
　
-
'
な
か
れ
も
春
の
夕
闇
暮
'
匂
ひ
も
同
し
梅
か
香
の
'
詠
こ
と
な

∫

る
気
色
か
な
'
き
な
き
た
に
御
僧
よ
'
夢
ま
ほ
ろ
し
の
井
手
の
里
t
 
L
は
し
休

ら
ひ
給
へ
と
て
範
が
-
れ
に
'
成
に
け
-
く
　
　
中
人
シ
カ
-
　
　
ワ
キ
上
司

チ

｢
夜
も
す
か
ら
塵
の
も
と
に
旅
寝
し
て
'
-
'
散
る
山
吹
も
妙
な
れ
や
'
法

の
は
な
ぴ
ら
か
す
む
夜
に
月
諸
共
に
此
経
を
'
読
詞
す
る
こ
そ
'
有
難
き
/
＼

言
イ
不
遇
　
シ
テ
下
｢
荒
有
難
の
御
経
や
な
'
　
荒
有
難
の
御
経
や
な

(
マ
マ
)

上
｢
此
御
経
に
ひ
か
れ
て
'
悲
情
無
心
の
草
木
迄
も
'
法
の
心
を
悟
-
つ
ゝ
'

悉
皆
成
仏
の
粧
な
る
へ
し
　
　
上
ノ
ル
｢
さ
れ
ハ
に
や
'
今
宵
の
月
は
晴
も
や

ワ
ビ

ら
ぬ
'
花
に
う
つ
ろ
ふ
下
影
ハ
'
申
～
俺
し
き
草
の
と
き
L
t
篠
の
う
ち
に
詠

シ
ン
カ
ウ

る
事
の
恥
か
し
き
よ
　
　
ヮ
キ
上
カ
､
ル
｢
夜
も
深
更
の
春
の
空
'
ま
と
ろ
む
隙

も
な
か
り
し
内
に
'
御
経
た
つ
と
む
声
す
篭
り
'
如
何
成
人
に
て
有
哉
覧
　
シ
テ

｢
今
ハ
何
を
か
つ
～
む
へ
き
'
我
山
吹
の
精
成
か
'
読
詞
の
声
の
有
難
さ
に
'

御
僧
に
ま
兄
へ
申
さ
ん
と
'
是
迄
顕
れ
釆
-
た
-
　
ヮ
キ
｢
扱
ハ
山
吹
の
精
に

て
ま
し
ま
す
か
や
へ
　
詞
｢
そ
れ
に
付
て
も
俊
成
の
'
此
玉
川
に
て
御
遊
の
有

様
'
上
｢
委
-
語
-
お
は
し
ま
せ
　
シ
テ
詞
｢
実
･
～
昔
を
恩
へ
ハ
な
つ
か
し
や
'

歌
の
心
も
世
に
こ
え
て
'
御
齢
も
弥
増
-
て
　
ヮ
キ
｢
な
べ
て
都
の
人
･
～
に
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シ
テ
○
化
も
の
い
わ
ぬ
習
ひ
な
れ
共
　
ワ
キ
｢
謂
を
語
る
　
シ
テ
｢
春
の
そ
ら

上
岡
｢
長
閑
し
な
流
れ
す
～
し
き
玉
川
の
'
　
-
'
俊
成
の
御
在
世
の
昔
を

語
る
恥
か
し
や
'
凡
心
な
き
'
草
木
迄
も
今
さ
ら
に
'
,
御
法
を
と
な
ふ
ち
-
の

縁
'
夢
は
し
覚
し
給
ふ
な
よ
夜
と
共
に
や
す
ら
ひ
お
は
し
ま
せ
　
　
上
ロ
ン
ギ
地

｢
月
影
霞
む
春
の
夜
の
'
-
1
'
ま
か
き
し
ハ
　
-
　
あ
れ
増
る
'
流
れ
に
う
つ

l
ヽ
ヽ

る
花
か
つ
ら
花
山
吹
の
御
姿
を
　
シ
テ
上
｢
恥
か
し
や
我
か
ふ
る
も
の
姿
と
ハ
､

有
し
に
替
る
章
の
魔
t
 
L
は
し
休
ら
ひ
給
へ
か
し
　
上
地
｢
玉
川
の
詠
絶
せ
ぬ

折
と
ハ
　
シ
テ
下
｢
き
し
の
蛙
も
心
せ
よ
　
上
地
｢
水
底
す
-
て
面
白
さ
､
花
の

姿
よ
我
な
ら
ん
　
シ
テ
｢
さ
ら
ハ
お
僧
に
ま
み
へ
つ
ゝ
仏
采
を
ゑ
ん
や
井
出
の

里
　
下
同
｢
詠
め
つ
～
-
1
見
る
に
心
も
あ
こ
か
れ
て
'
霞
隠
れ
の
う
す
衣
袖

ヨ
ソ
ホ

も
つ
ゆ
け
-
ぬ
る
ゝ
粧
ひ
　
　
ク
セ
下
｢
弥
生
す
き
春
も
な
か
は
に
暮
ゆ
け
ハ
､

き
そ
ふ
さ
く
ら
ハ
'
ち
り
過
て
草
の
庵
や
夜
の
雨
'
山
郭
公
待
貝
に
'
空
な
つ

か
し
-
鳴
渡
'
卯
の
花
さ
け
る
し
ら
波
に
'
打
よ
す
る
気
色
迄
春
の
名
残
と
お

も
は
ゆ
る
'
き
し
の
か
き
ほ
に
咲
乱
れ
'
こ
か
ね
ま
し
-
の
山
咲
ハ
'
い
わ
ぬ

色
と
や
と
ふ
人
も
'
な
き
山
影
も
し
た
ハ
れ
て
'
大
宮
人
も
心
あ
ら
ハ
'
此
夕

-
れ
ハ
い
か
な
ら
ん
　
シ
テ
上
｢
来
て
も
見
よ
'
春
風
ふ
か
ハ
ち
-
ぬ
へ
き

ナ
ハ
シ
ロ

同
｢
駒
の
あ
し
な
-
す
～
し
-
も
'
浪
が
く
れ
鳴
蛙
な
さ
け
を
知
る
や
苗
代
の
､

水
せ
き
あ
へ
す
と
-
-
　
に
'
花
を
'
手
折
り
く
ル
と
行
き
て
見
よ
や
井
手

(
マ
マ
)

の
さ
と
'
俊
成
の
詠
こ
そ
今
に
恋
し
き
姿
な
-
'
又
秋
の
詠
に
は
'
道
こ
そ
な

け
れ
思
ひ
い
る
'
山
の
奥
に
も
鹿
鳴
キ
て
'
峯
の
も
-
ち
の
日
に
そ
ひ
て
'
も

ろ
-
な
り
行
な
-
た
と
も
､
か
様
の
御
詠
寄
迄
心
に
訂
か
せ
口
に
い
ふ
　
シ
テ
上

｢
後
鳥
羽
の
院
の
御
字
か
と
よ
'
同
｢
た
め
し
も
ま
れ
/
＼
の
年
の
よ
ハ
ひ

も
'
よ
に
こ
え
て
九
十
の
か
き
ん
給
ハ
る
山
人
の
'
折
袖
に
は
ふ
菊
の
露
､
打

払
ふ
に
も
'
千
世
も
八
千
世
も
へ
に
け
な
物
と
ゑ
い
-
よ
に
も
'
有
難
か
り
し

行
末
を
'
今
ま
ほ
ろ
し
に
こ
た
へ
つ
ゝ
'
苗
し
へ
を
思
ヘ
ハ
そ
ゝ
ろ
に
灯
る
ゝ

訣
か
な
　
下
地
｢
駒
と
め
て
　
マ
イ
　
シ
テ
上
ワ
カ
｢
駒
と
め
て
'
猶
水
飼
ん
､

山
吹
の
花
　
　
上
岡
｢
花
の
露
そ
ふ
井
出
の
し
か
ら
-
井
手
の
し
か
ら
ミ
い
て

の
し
か
ら
-
　
シ
テ
下
｢
夢
の
範
も
ほ
の
　
-
　
と
､
下
同
｢
夢
の
ま
か
き
も
ほ
の

く
と
　
シ
テ
上
｢
山
吹
も
ま
ほ
ろ
し
も
　
上
岡
｢
入
相
の
か
ね
の
音
　
シ
テ
下

｢
夕
日
も
の
と
や
か
に
　
上
岡
｢
鳥
も
ね
く
ら
を
あ
ら
そ
ふ
折
か
ら
'
つ
き
せ

ぬ
詠
め
や
敷
嶋
の
'
遺
し
る
へ
せ
ん
､
御
僧
よ
､
遺
し
る
へ
せ
ん
御
僧
と
ま
た

ま
か
き
に
立
よ
り
'
夢
の
苦
に
､
成
に
け
-

市
原
小
町
　
音
羽
小
町
ト
モ

ム
ネ

次
第
｢
摺
り
の
外
の
心
を
ハ
'
-
'
胸
な
る
月
や
澄
す
ら
ん
　
ヮ
キ
詞
｢
是

ハ
陸
奥
衣
の
関
よ
り
出
た
る
僧
に
て
候
'
我
末
都
を
見
す
侯
程
に
'
此
度
思
ひ

立
都
に
上
-
候
　
道
行
蒜
路
よ
-
猶
旅
立
や
乱
が
け
く
,
此
夕
碁
の
草

カ
ウ
ロ

枕
'
鐘
を
し
る
へ
に
起
馴
て
行
路
進
に
隔
来
て
'
名
に
の
-
聞
し
是
そ
此
,
清

水
寺
に
着
に
け
り
-
～
'
　
詞
｢
急
候
程
に
'
清
水
寺
に
着
て
候
,
心
静
に
参

詣
申
さ
ハ
や
と
思
ひ
候
　
　
サ
シ
｢
夫
救
世
観
音
の
御
誓
ひ
'
慈
悲
第
1
と
聞

物
を
'
増
て
や
多
年
の
願
望
空
し
か
ら
ん
や
､
-
ち
-
な
き
世
を
御
意
-
,
栄

有
難
や
候
,
詞
｢
又
是
成
は
承
及
た
る
音
羽
山
の
滝
な
る
へ
し
,
芙
恥
鮎
r
G

カ

シ

コ

サ

ス

ラ

イ

小
野
の
小
町
'
笈
彼
処
を
待
得
此
滝
を
詠
居
て
'
下
｢
何
を
し
て
身
の
徒
に
老

ズ
サ
ミ

ぬ
覧
'
滝
の
気
色
ハ
替
ら
ぬ
物
を
'
詞
｢
か
様
に
口
号
給
ひ
し
事
'
今
の
様
に

思
ひ
出
ら
れ
て
候
,
下
(
f
V
E
痛
ハ
し
や
侯
　
シ
テ
詞
｢
禦
あ
れ
成
御
僧
ハ
何

事
を
仰
候
そ
　
ヮ
キ
｢
是
ハ
遠
国
方
の
僧
に
て
侯
'
此
所
始
て
1
見
仕
候
,
古
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ズ
サ

へ
小
野
の
小
町
の
此
滝
に
て
の
詠
苛
を
'
思
ひ
出
ら
れ
口
号
-
侯

ヤ
サ試

し
の
旅
人
や
'
苛
の
心
の
奥
深
き
'
小
野
小
町
の
古
へ
を
､
忍
ぶ
草
の
露
の

コ

ナ

ツ

カ

世
に
､
住
か
ひ
も
な
き
身
な
か
ら
も
'
去
り
来
し
跡
ハ
懐
し
や
　
　
ヮ
キ
カ
､
ル

｢
け
に
理
-
や
誰
連
も
'
哀
を
そ
ふ
る
夕
間
碁
に
　
シ
テ
｢
露
置
ク
草
の
　
ヮ
キ

カ
〓
ノ
ソ
メ

｢
仮
初
に
　
シ
テ
｢
お
僧
に
ま
-
へ
申
事
　
ワ
キ
｢
是
も
一
樹
の
　
シ
テ
｢
縁
な

ら
す
や
　
上
岡
○
哀
宋
音
の
花
の
香
を
と
め
て
'
-
～
'
匂
ハ
ぬ
袖
を
歎
-
身
の

ウ

ヅ

ミ

ノ

ボ

胸
の
埋
火
消
や
ら
す
'
富
士
の
煙
と
立
登
-
'
行
ゑ
も
知
ぬ
我
力
思
ひ
忍
ふ
姿

ア
タ

も
､
恥
か
し
や
-
＼
　
　
ヮ
キ
詞
｢
い
か
に
女
性
に
尋
申
へ
き
事
の
候
'
此
辺

ム

-
に
市
原
野
と
申
所
'
又
小
町
の
墓
所
な
と
知
｡
し
召
候
ハ
～
'
委
-
教
へ
て

袷
-
侯
へ
　
シ
テ
｢
童
も
市
原
野
辺
に
住
侍
ふ
'
又
是
よ
-
北
山
本
に
小
町
の

シ
ル
ベ

墓
所
の
侯
'
御
道
指
南
帝
へ
L
t
上
｢
此
方
へ
御
出
お
ハ
し
ま
せ
と
､
野
を
分
ケ

衣
日
も
既
に
　
ヮ
キ
｢
暮
る
と
思
ふ
　
シ
テ
｢
松
か
ね
の
　
　
上
岡
｢
市
原
野
辺

の
露
深
き
'
く
I
t
跡
の
し
る
し
の
名
さ
へ
世
に
'
消
果
し
な
き
跡
を
'
人
に

語
ら
せ
給
ふ
な
よ
､
小
野
の
小
町
ハ
我
也
と
'
夕
へ
の
空
も
か
き
暮
て
有
し
姿

ハ
'
矢
に
け
-
-
＼
　
　
ヮ
キ
詞
｢
拐
ハ
唯
今
の
遺
し
る
へ
せ
し
女
性
ハ
'
小

野
の
小
町
の
幽
霊
成
そ
や
'
上
｢
い
ざ
や
御
跡
弔
ハ
ん
と
　
　
上
寄
｢
幾
年
月

を
吉
塚
の
'
く
吹
キ
来
る
風
も
身
に
し
-
て
'
裏
を
添
る
旅
枕
重
ね
て
夢
を

待
居
光
-
く
　
　
後
シ
テ
下
｢
秋
風
の
'
吹
に
つ
け
て
も
あ
な
め
-
ト
､
小

野
と
ハ
い
は
し
'
薄
生
け
-
　
　
サ
シ
上
｢
荒
有
難
の
御
弔
ひ
や
な
'
恩
へ
ハ

深
き
宿
縁
也
､
猶
も
法
味
に
引
れ
つ
～
'
罪
障
を
ま
ぬ
か
れ
ん
其
為
に
'
今
又

(
マ
マ
)

か
様
に
見
～
ゆ
る
也
　
　
ワ
キ
｢
不
思
儀
や
な
そ
れ
な
か
ら
'
見
し
に
替
れ
る

ネ

ハ

ン

ト

ク

ダ

ツ

マ

サ

英
姿
､
拐
ハ
小
町
の
幽
霊
威
か
や
'
本
来
成
仏
ッ
生
死
淫
楽
'
得
脱
正
に
疑

サ

ン

ゲ

ひ
な
し
'
詞
｢
去
な
か
ら
苗
へ
の
御
事
俄
悔
に
語
-
給
へ
'
猶
N
御
跡
を
弔
ひ

シ
テ
｢
荒

.
サ
カ

侯
へ
し
　
　
ク
リ
同
｢
そ
れ
若
-
盛
ん
成
し
時
ハ
色
深
-
'
人
の
思
ひ
を
身
に

講
て
'
文
玉
マ
章
の
数
～
に
'
心
を
尽
す
'
其
中
に
　
　
サ
シ
｢
殊
に
思
ひ
深

草
の
四
位
の
少
将
の
'
同
｢
其
熱
心
の
身
に
報
ひ
'
物
の
化
と
成
り
狂
気
せ
し

ア

サ

マ

シ

ナ

カ

バ

事
t
 
L
バ
く
語
る
も
浅
猿
や
　
　
ク
セ
｢
比
ハ
弥
生
の
半
に
て
'
梅
の
名
残

ア
ラ
ソ

に
桜
木
の
'
色
香
静
ふ
栴
よ
-
'
春
風
誘
ふ
こ
す
の
ひ
ま
､
深
草
の
少
将
ハ
'

小
町
の
粧
を
か
い
ま
み
し
よ
-
玉
の
緒
も
'
消
な
ん
物
を
乱
れ
髪
ゆ
ひ
よ
る
へ

く
も
よ
す
が
な
く
'
シ
テ
｢
責
て
思
ひ
を
現
に
も
'

ひ
よ
-
'
便
-
求
て
玉
章
の
い
つ
迄
迫
か
墨
衣
'

ヅ
ヨ

沈
む
身
を
'
心
強
-
も
偽
を
'
誠
と
思
ひ
九
十
九
夜
'
1
夜

待
タ

と
思

の
'
は
か
な
く
消
し
少
将
の
'
其
怨
念
の
今
更
に
身
を
苦
し
む
る
浅
猿
や

下
地
｢
去
に
て
も
　
マ
イ
　
シ
テ
上
｢
去
に
て
も
'
何
か
款
か
ん
露
の
身
を

ア
ン
ヤ

上
岡
ノ
ル
(
,
心
と
む
る
ゆ
へ
迷
ひ
の
雲
霧
に
､
真
如
の
月
も
闇
夜
そ
か
し
'
今
又

ウ
テ
ナ

お
僧
の
鹿
遇
に
引
れ
'
胸
の
蓮
の
開
-
る
花
の
､
台
に
至
る
や
極
楽
の
､
-
～
'

サ
ア
ト

歌
舞
の
菩
薩
と
成
に
け
り

雲
林
院
小
町

ヮ
キ
詞
｢
是
ハ
文
屋
の
康
秀
に
て
侯
'
籾
も
小
野
小
町
ハ
過
し
比
父
良
美
に
お

イ
ン

く
れ
､
中
陰
の
程
ハ
紫
野
雲
林
院
に
か
-
に
居
所
を
か
ま
へ
'
物
わ
び
し
-
冒

を
お
く
り
申
さ
る
ゝ
由
承
侯
間
,
立
越
と
ふ
ら
ひ
申
さ
ハ
や
と
存
侯
　
　
道
行

ト

｢
行
末
も
同
じ
都
の
内
外
に
て
'
-
1
､
か
げ
物
ぶ
か
き
今
宮
も
猶
よ
そ
に
し

て
し
め
の
ゆ
き
'
紫
野
行
程
も
な
-
､
は
や
日
ぐ
ら
し
の
さ
た
め
な
き
雲
の
林

に
着
に
け
-
く
　
　
詞
｢
急
候
程
に
'
雲
の
林
に
着
て
侯
'
是
成
腐
り
に
て

有
げ
に
侯
'
い
か
に
誰
か
有
　
ト
モ
｢
御
ン
前
に
侯
　
ワ
キ
｢
康
秀
か
参
り
た
る
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由
案
内
を
申
候
へ
　
ト
モ
｢
い
か
に
案
内
申
候
'
文
屋
の
康
秀
の
御
参
-
に
て

侯
そ
れ
/
＼
御
申
候
へ
　
　
シ
テ
サ
シ
｢
さ
の
ふ
も
く
れ
け
ふ
も
む
な
し
-
杉
の

イ

ヲ

ウ

ト

庵
に
'
あ
す
又
か
-
て
や
あ
-
ぬ
ら
ん
'
世
を
さ
る
者
ハ
日
々
に
疎
し
と
か

や
'
我
は
夢
に
も
現
に
も
'
な
き
人
こ
ふ
る
'
滑
か
な
'
詞
｢
や
'
外
面
に
人

ヲ

ト
音
の
聞
え
侯
'
誰
に
て
も
出
て
見
て
来
り
侯
へ
　
ッ
レ
女
｢
畏
て
候
'
誰
に
て

イ

御
入
候
そ
　
ヮ
キ
｢
是
ハ
文
屋
の
康
秀
に
て
候
か
'
御
住
居
と
ふ
ら
ひ
の
為
に

イ

参
-
て
候
'
と
く
　
-
　
御
申
候
へ
　
ッ
レ
女
｢
い
か
に
中
上
侯
'
御
ン
住
居
御
ン

と
ふ
ら
ひ
の
為
康
秀
の
是
迄
御
ン
出
に
て
侯
　
シ
テ
｢
何
と
康
秀
の
御
ン
参
り
と

や
'
は
や
こ
な
た
へ
と
申
侯
へ
　
ッ
レ
女
｢
さ
ら
ハ
此
方
へ
渡
-
侯
へ
　
ヮ
キ

ゲ

ン

｢
久
し
-
見
参
に
い
ら
す
侯
'
籾
も
良
夫
卿
の
御
事
世
の
習
と
ハ
申
な
か
ら
'

シ
ウ
シ
ヤ
ク

御
愁
傷
き
つ
し
て
侯
　
シ
テ
｢
其
御
事
に
て
候
'
遠
さ
雲
ゐ
を
隔
て
侯
へ
ハ
'

ス
ム

下
ク
ド
キ
｢
い
た
ハ
-
給
ふ
も
い
き
し
ら
ず
'
此
年
の
く
れ
程
に
は
'
必
上
-
袷

ふ
へ
さ
と
'
長
さ
月
日
を
か
ぞ
へ
し
に
'
世
を
さ
-
給
ひ
し
音
信
よ
-
'
い
せ

ナ
ガ

を
の
海
士
の
徒
に
'
舟
流
し
た
る
心
地
に
て
'
よ
る
べ
な
き
身
の
わ
ひ
し
き
よ

ヮ
キ
詞
｢
御
歎
尤
に
て
侯
'
我
等
も
落
涙
仕
-
て
候
'
拐
此
程
苛
を
ハ
御

ヨ
ミ
ヽ

ン
読
候
ハ
ぬ
か
'
一
首
承
度
ク
候
　
シ
テ
｢
此
比
ハ
う
さ
に
た
へ
た
る
忘
れ
草
'

モ
ミ
チ

い
ふ
こ
と
の
葉
も
な
け
れ
と
も
'
思
ひ
を
の
ぶ
る
便
り
そ
と
'
庭
の
紅
葉
に
た

く
へ
つ
三
　
下
｢
あ
ハ
れ
い
か
に
紅
葉
ち
-
行
跡
も
な
し
'
雲
の
林
の
'
夕

-
れ
の
風
　
ワ
キ
上
つ
衷
い
か
に
'
も
み
ち
散
行
跡
も
な
し
'
雲
の
林
の
'
タ

タ
イ

碁
の
風
'
詞
｢
あ
ら
珍
ら
し
の
御
心
ば
え
や
'
花
も
こ
の
-
の
対
し
て
候
よ
'

(
ミ
セ
ケ
チ
)

我
等
も
思
ひ
寄
り
て
候
程
に
ノ
吟
し
て
候
へ
し
そ
れ
に
て
御
聞
候
へ
'
下
｢
色

ナ
ミ
ダ

に
出
ヅ
る
雲
の
林
の
も
み
ち
ば
に
'
詞
｢
露
を
滑
の
を
き
ま
が
ひ
け
ん
　
シ
テ
カ

ナ
-
ダ

､
ル
｢
実
お
も
し
ろ
き
心
詞
'
も
み
ち
に
お
け
る
露
よ
-
も
'
袖
の
滑
ハ
紅
に

(
マ
マ
)

ヮ
キ
｢
夕
日
き
し
入
ル
窓
の
内
　
シ
テ
｢
こ
の
は
ら
る
く
る
色
々
に
　
ヮ
キ

ヱ
ン
ジ

｢
常
な
き
世
ぞ
と
人
を
い
さ
む
る
　
シ
テ
｢
遠
寺
の
か
ね
の
つ
け
渡
-
て

サ

ビ

ヲ

上
岡
へ
つ
-
ぐ
-
と
詠
淋
し
き
秋
の
-
れ
'
-
＼
'
庭
の
小
薄
そ
よ
/
＼
と
吹

キ
わ
た
-
行
風
の
音
'
心
を
く
だ
く
紫
の
'
雲
の
林
の
夕
烏
ね
ぐ
ら
悲
し
き
'

気
色
哉
　
-
　
　
シ
テ
詞
｢
い
か
に
申
候
'
今
こ
そ
月
の
出
て
侯
　
ワ
キ
｢
実
-

月
の
出
て
候
そ
や
'
さ
ら
ハ
御
ン
暇
申
き
う
す
る
に
て
侯
　
シ
テ
｢
こ
よ
ひ
ハ

月
も
-
ま
な
-
侯
程
に
'
暫
ク
是
に
御
ン
入
侯
イ
て
'
心
閑
に
月
を
御
覧
候
へ

ヮ
キ
｢
御
ン
と
ゞ
め
候
程
に
'
今
し
ば
し
月
を
詠
メ
候
へ
し
　
ク
-
同
｢
夫
浮
世

フ
ユ
ウ

の
無
常
を
観
ず
る
に
'
蝉
嫉
ハ
朝
に
生
じ
て
夕
へ
を
ま
た
ず
'
又
夏
の
蝉
の
春

オ
ノ
ツ
カ
ラ

ル
秋
を
し
ら
ぬ
も
'
自
な
る
理
の
今
身
の
上
に
知
ら
れ
た
-
　
サ
シ
｢
然
れ

ハ
無
常
の
習
ひ
と
て
'
き
の
ふ
に
か
ハ
り
け
ふ
に
さ
め
'
夢
幻
の
あ
だ
し
身

を
'
頼
ム
命
の
あ
る
ハ
な
く
　
下
シ
テ
｢
な
き
ハ
数
そ
ふ
世
の
中
カ
に
'
同
｢
何

ス
ム

れ
の
日
迄
'
歎
か
ま
し
　
　
ク
セ
下
｢
う
さ
な
が
ら
は
や
住
ミ
な
る
ゝ
草
の
庵

に
'
日
数
ふ
れ
と
も
色
か
へ
ぬ
正
木
の
か
づ
ら
-
る
人
も
'
稀
な
る
夜
半
に
こ

と
と
ふ
は
'
風
に
さ
き
立
チ
て
'
散
-
る
四
方
の
紅
葉
ば
'
又
ハ
遠
里
に
'
う

サ

つ
も
手
に
と
る
狭
衣
の
'
つ
づ
-
さ
せ
よ
と
鳴
虫
の
'
む
す
ぼ
ぬ
夢
を
破
る
ら

ん
'
実
や
此
程
ハ
'
身
に
思
ひ
あ
-
ぬ
れ
ハ
､
春
の
夜
と
て
も
ね
ら
れ
ぬ
に
'

ま
し
て
や
長
き
秋
の
夜
の
'
ふ
け
行
鐘
を
か
ぞ
へ
つ
ゝ
T
か
へ
ら
ぬ
年
を
忍
ふ

な
り
　
シ
テ
上
｢
徒
に
'
う
つ
-
に
け
-
な
花
の
色
'
同
｢
我
身
世
に
ふ
る
秋
の

サ

一

F

t

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

マ

マ

)

露
桐
の
葉
落
ッ
る
比
な
れ
や
'
よ
し
更
ハ
さ
ハ
-
な
く
夜
と
共
月
を
詠
め
ん
'

テ
ン
ベ
ン

月
も
は
や
山
の
は
に
'
雲
が
-
れ
す
る
粧
は
う
ゐ
転
変
の
あ
-
さ
ま
の
'
常
ネ

な
き
を
し
め
す
也
'
あ
ら
あ
ぢ
き
な
の
浮
世
や
　
　
ヮ
キ
詞
｢
秋
の
夜
の
長
物

語
に
'
は
や
月
も
人
が
た
に
成
て
候
　
シ
テ
｢
仰
の
こ
と
-
月
も
入
し
ぼ
に
成
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て
侯
'
連
の
御
事
に
夜
を
明
し
て
御
ン
帰
り
候
へ
　
ヮ
キ
｢
心
得
申
て
候
'
何
と

フ

2

や
ら
ん
今
の
折
か
ら
似
合
ぬ
申
事
に
て
侯
へ
共
'
亡
父
良
美
卿
ハ
常
は
大
和
舞

(
ミ
セ
ケ
チ
)

に
御
す
き
候
間
'
手
向
に
も
成
候
へ
し
一
さ
し
御
舞
候
へ
　
シ
テ
｢
手
向
の
為

と
承
侯
へ
ハ
わ
-
な
-
候
程
に
'
1
さ
し
ま
ひ
候
へ
し
　
ヮ
キ
｢
い
か
に
誰
か

ア
キ

有
'
ゑ
ほ
し
狩
衣
を
ま
い
ら
せ
候
へ
　
モ
ノ
キ
　
シ
テ
言
イ
上
｢
穂
の
声
'
い

づ
-
よ
-
く
る
出
て
見
よ
'
雲
の
は
や
し
の
も
-
ぢ
が
さ
ね
'
同
｢
う
す
も
の

匂
ふ
'
か
ざ
し
か
な
　
マ
イ
　
上
シ
テ
｢
月
の
色
'
風
の
お
と
づ
れ
お
の
づ
か

ら
'
秋
は
夕
へ
七
㌧
誰
か
い
ひ
け
ん
　
　
上
岡
｢
去
程
に
　
-
　
月
を
め
ぐ
ら
す

舞
の
決
も
な
び
-
や
雲
の
絶
ま
よ
-
t
 
L
の
～
め
の
空
も
'
ほ
の
左
′
ー
と
明
行

ハ
'
あ
さ
ま
に
や
な
-
な
ん
と
'
い
と
ま
申
て
康
秀
ハ
'
都
の
か
た
に
帰
-
け

れ
ハ
　
　
シ
テ
下
｢
小
町
は
只
ひ
と
-
'
(
同
)
つ
れ
な
き
軒
に
立
そ
ひ
て
'
う

ス

し
ろ
か
げ
を
見
お
く
-
'
行
ク
ハ
な
く
さ
む
か
た
も
あ
-
'
と
ま
る
や
う
き
み

な
る
ら
ん
-
(
1

高
安
小
町

キ
ノ
フ

ヮ
キ
詞
｢
是
ハ
当
今
ン
に
仕
へ
奉
る
樽
口
の
伺
某
に
て
侯
､
掬
も
昨
日
月
見
の
御
会

シ
ユ
ギ
ハ
ン

御
座
候
所
に
'
帝
の
御
ン
寄
を
も
衆
議
判
と
御
定
め
候
去
間
小
野
の
小
町
も
其

セ

キ

ッ

ラ

ナ

ザ

ン

ギ

ヨ

ス

サ

席
に
連
-
て
御
入
り
侯
を
'
有
人
議
を
か
ま
へ
'
帝
の
御
製
を
小
町
様
と
号
-

た
る
と
葵
聞
す
'
君
此
由
を
聞
召
人
レ
ら
れ
'
急
き
河
内
国
高
安
の
里
へ
寓
居

コ

シ

ノ

さ
せ
よ
と
の
勅
定
に
任
せ
､
痛
ハ
し
な
か
ら
輿
に
乗
せ
'
唯
今
河
内
の
国
へ
と
急

候
　
　
道
行
｢
諸
共
に
出
し
月
社
忘
ら
れ
ね
'
く
'
都
の
空
を
立
隠
す
'
淀

ス

ダ

レ

ア

ジ

ロ

の
川
霧
晴
や
ら
ぬ
思
ひ
も
か
～
る
あ
や
簾
'
網
代
の
輿
の
こ
し
方
も
'
夢
や
現

(
マ
マ
)

と
隔
来
て
'
笈
そ
関
戸
の
宮
な
ら
む
く
　
シ
テ
詞
｢
い
か
に
滝
口
に
申
候

ヮ
キ
｢
何
事
に
は
候
そ
　
シ
テ
｢
向
ひ
に
拝
ま
れ
さ
せ
給
ふ
ハ
'
聞
及
し
石
清

水
に
て
御
ン
入
候
か
　
ヮ
キ
｢
き
ん
侯
あ
れ
と
そ
石
清
水
八
幡
宮
に
て
御
ン
入
候

＼
'
帰
洛
の
祈
-
に
御
参
詣
侯
へ
'
某
案
内
申
侯
へ
し
　
　
シ
テ
下
｢
南
無
や

ガ

ウ

シ

ツ

ゼ

ゴ

シ

ノ

ウ

イ

ク

ゴ

八
幡
大
井
'
本
地
ハ
救
世
の
如
来
'
三
界
我
有
悉
是
吾
子
'
能
為
救
護
の
御
誓

ス
シ
ツ
(
マ
マ
)

ひ
空
し
か
ら
す
'
無
実
の
難
ン
を
暗
し
給
へ
と
　
　
下
同
○
俣
と
共
に
念
諭
し

ナ

ギ

サ

ィ

サ

て
'
又
立
出
る
道
の
末
'
渚
の
森
を
早
過
て
'
勇
む
心
ハ
あ
ら
ね
共
､
伊
駒
の

山
の
麓
な
る
高
安
の
里
に
着
に
け
-
く
'
　
ワ
キ
詞
｢
急
候
程
に
'
高
安
の

里
に
着
キ
て
候
'
此
里
の
長
か
方
へ
御
ン
入
候
へ
'
さ
ら
ハ
か
う
御
通
-
候
へ

カ
タ
.
く
､

シ
テ
｢
拐
御
身
ハ
是
よ
-
御
ン
帰
侯
か
'
此
程
の
御
名
残
と
申
労
使
な
ふ
候

ス

ム

ト

マ

ヮ
キ
｢
さ
の
-
御
欺
き
侯
そ
'
我
等
も
此
所
に
留
-
痛
ハ
-
申
せ
と
の
御
事
に

て
候
'
御
心
易
-
思
召
侯
へ
'
何
事
を
も
某
に
御
頼
有
ふ
す
る
に
て
侯
　
シ
テ

イ

｢
去
に
て
も
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
な
き
名
を
お
ひ
'
か
ら
き
憂
目
に
逢
事
よ
'

下
｢
秋
風
に
あ
ふ
た
の
-
こ
そ
悲
し
け
れ
'
我
身
空
敷
成
ぬ
と
恩
へ
ハ
　
下
同

｢
思
ひ
慰
む
方
も
な
き
'
伊
駒
の
山
の
峯
の
雲
'
晴
間
な
き
涙
の
ヾ
雨
と
降
な

イ
ホ

ん
露
の
身
ハ
'
い
か
な
る
草
に
結
ふ
ら
ん
'
庵
寒
き
秋
の
風
'
有
し
雲
井
の
つ

フ
ル
ス
タ
レ

て
を
ハ
'
わ
た
る
偏
に
や
問
へ
き
'
い
つ
迄
か
～
る
古
簾
都
に
ハ
な
き
'
詠

イ

ニ

シ

め
哉
-
1
　
　
ヮ
キ
詞
｢
い
か
に
申
侯
　
シ
テ
｢
何
事
に
て
候
そ
　
ヮ
キ
｢
古
へ

在
原
の
業
平
'
な
ら
の
京
よ
-
此
高
安
の
里
へ
'
忍
ひ
妻
に
あ
-
が
れ
通
ひ
給

ふ
と
承
及
て
候
'
か
ゝ
る
折
な
ら
て
ハ
承
が
た
-
候
程
に
'
御
物
語
有
ッ
て
御

ハ

ル

カ

ヘ

ン
聞
せ
候
へ
　
シ
テ
｢
夫
ハ
迄
に
年
を
経
し
事
に
て
侯
へ
ハ
'
委
く
ハ
し
ら
す

ツ
レ
人
′
＼
ー

候
へ
共
'
徒
然
の
御
慰
に
語
-
参
ら
せ
侯
へ
し
　
　
シ
テ
ク
リ
上
｢
夫
在
原
の
業

フ

サ

イ

平
ハ
'
平
城
天
皇
の
御
孫
'
同
｢
阿
保
親
王
の
五
男
'
風
月
の
才
に
長
じ
へ
帝

コ

ト

の
御
覚
へ
も
他
に
異
に
し
て
'
今
ハ
背
に
な
ら
の
京
'
春
日
の
里
に
紀
の
有
常

~
r
f
=
.
-
才
7
-
I
.
ヾ
1
.
l
l
.
1
'
-
.
†
､
.
葺
.
 
-
.
~
…
･
･
▲
王
上
ヽ
一
1
.
も
ホ
ヤ
L
F
･
=
~
八
.
H
=
=
引
.
-
.
日
日
割
引

.

.

1

-

r

"

J

l

l

.

.

上

､

､

.

.

.

.

-

.

.

一

一

.

一

訂

.

L

I

.

7

1

.

t

.

I

/

I

～

t

I

~

∫

.

1

r

.

r

　

-

Osaka Shoin Women's University Repository



-125-

ア

ダ

ウ

タ

テ

の
娘
と
契
-
住
給
ひ
し
か
'
時
め
く
花
に
移
-
行
'
虚
し
心
の
転
手
き
よ

サ
シ
｢
花
紅
葉
何
れ
の
色
に
め
で
ぬ
覧
'
同
｢
此
高
安
の
忍
ひ
妻
に
'
い
つ
の

カ

イ

マ

ハ

タ

ア

ク

ガ

レ

比
に
か
垣
間
見
て
'
雲
の
旗
手
に
物
を
思
ひ
'
明
ぬ
暮
ね
と
狂
浮
て
妻
木
こ
-

イ

モ

セ

カ

タ

ラ

ヒ

に
し
片
岡
の
'
ふ
か
き
山
路
と
成
に
け
ん
　
　
ク
セ
｢
妹
背
機
関
L
t
有
常
の

フ

リ

ワ

ケ

カ

ミ

サ

ナ

ヘ

ダ

チ

娘
ハ
'
放
髪
の
磯
の
上
'
井
筒
に
よ
-
て
水
鏡
t
r
竹
田
の
早
苗
ふ
し
立
て
'

ケ
ン

包
有
秋
の
天
つ
空
'
牽
牛
織
女
の
替
ら
ぬ
中
と
誓
ひ
っ
～
'
よ
し
や
吉
野
川
'

モ

ト

老
と
成
迄
結
ひ
ぬ
る
'
契
を
余
所
の
夕
碁
と
'
此
高
安
に
惜
し
る
'
女
の
元
へ

ホ
ノ
メ
キ

通
路
の
'
沖
つ
白
波
立
田
越
鬼
一
口
も
何
な
ら
て
'
閃
屍
あ
へ
る
初
に
ハ
'
女

エ

ナ

ラ

ヌ

キ

ヌ

タ

キ

も
粧
ひ
て
､
殊
勝
衣
の
色
々
に
'
薫
物
す
と
ハ
知
な
か
ら
'
な
べ
て
な
ら
さ

る
移
香
の
身
に
そ
ふ
ま
～
に
月
日
経
て
　
シ
テ
上
｢
稀
に
高
安
に
来
て
み
れ
ハ
､

ツ

ク

イ

ツ

シ

カ

ト

ケ

ケ

ハ

イ

ヲ

ロ

ソ

カ

↑
初
め
社
心
憎
-
も
作
-
け
れ
'
何
鹿
打
解
て
物
の
仮
粧
も
疎
に
'
い
ひ
が
ひ

ゴ

ト

ス

取
り
て
折
毎
に
'
か
れ
ひ
す
～
め
し
す
さ
み
に
ぞ
'
程
な
-
秋
の
風
立
チ
て
'

ハ
ギ
フ
タ

も
と
あ
'
ら
の
萩
二
度
'
花
咲
芙
な
る
世
の
例
'
終
の
-
を
忘
て
'
時
の
花
を
愛

ヱ

ゝ

カ

シ

コ

モ

ト

ヅ

ス

ク

ナ

す
る
ハ
'
人
間
皆
酔
-
誰
か
色
に
引
か
へ
て
'
賢
さ
に
元
-
浮
世
の
人
そ
少
J
T
,

ア
ダ

上
｡
ン
ギ
地
｢
実
や
化
な
る
物
語
'
か
～
る
折
な
ら
て
､
か
程
委
く
し
ら
ま

弓
'
引
か
へ
る
さ
を
朝
夕
に
頼
-
て
閏
や
松
の
声
　
シ
テ
｢
立
チ
別
れ
い
な
ば

の
名
残
や
惜
ま
れ
ん
'
去
迫
は
高
安
の
'
安
か
ら
ぬ
身
の
置
所
　
上
地
｢
理
-

過
る
身
の
欺
き
､
暫
し
ハ
村
雲
の
'
か
～
る
な
き
名
を
お
ふ
と
て
も
終
に
ハ
晴

ん
本
の
月
　
シ
テ
下
｢
今
ハ
秋
の
未
､
菊
の
宴
も
早
過
ぬ
'
紅
葉
の
賀
も
や
有

ヲ

ゝ

ナ

ツ

カ

モ

レ

つ
ら
ん
'
大
内
の
様
ぞ
懐
敷
　
上
岡
｢
実
大
内
の
御
遊
に
'
洩
ぬ
人
の
い
か
な

イ
ブ
セ
サ

れ
ハ
部
の
住
居
の
妨
嫌
も
'
松
の
柱
に
竹
の
垣
'
柴
と
い
ふ
物
折
焼
キ
て
'
つ
れ

ホ
ス

く
侍
る
涙
を
何
れ
の
時
か
千
へ
き
く
　
シ
カ
′
＼
　
ワ
キ
詞
｢
や
'
何
と
申

リ

ン

シ

ナ

フ

ぞ
'
都
よ
-
帰
洛
の
輪
旨
下
さ
れ
た
る
と
申
か
'
こ
ハ
有
難
き
勅
設
哉
'
噂
急

＼

カ
ウ

て
御
ン
拝
み
候
へ
　
シ
テ
｢
荒
有
難
や
侯
'
下
｢
神
ハ
正
直
の
頭
べ
に
宿
-
給
ふ
な

れ
ハ
1
是
と
申
も
石
清
水
の
'
御
利
生
に
て
社
候
へ
　
ヮ
キ
詞
｢
芙
･
V
御
ン
身
の

メ
イ

正
直
故
'
神
ン
明
の
加
護
顕
れ
て
候
'
此
悦
に
舞
を
舞
'
神
を
涼
し
め
給
ふ
へ

ト

ク

し
'
折
節
是
に
烏
帽
子
の
侯
疾
≧
召
れ
候
へ
　
物
着
　
シ
テ
上
｢
嬉
し
さ
を
何

々
′
ヲ
ヤ
カ

に
包
ま
ん
袖
の
色
'
烏
帽
子
け
た
か
-
輝
絹
に
'
和
讃
を
上
ゲ
つ
～
舞
と
か
や

カ
一
フ

上
｢
唐
国
の
'
聖
の
代
に
も
越
ぬ
へ
し
　
上
地
｢
五
日
の
風
や
十
日
の
雨
'

枝
を
鳴
き
ぬ
'
千
代
の
秋
　
マ
イ
　
上
ワ
カ
○
向
き
屋
に
､
上
-
て
み
れ
ハ
煙

カ

マ

ド

ニ

ギ

立
'
民
の
竃
ハ
'
賑
ハ
ひ
て
　
　
上
キ
リ
同
｢
去
に
て
も
此
里
に
移
-
し
時
ハ
'

ネ
タ

君
を
も
身
を
も
恨
-
葛
の
葉
の
'
妬
き
心
も
今
ハ
早
'
風
の
前
の
'
木
の
葉
の

ア

ミ

ハ

ラ

イ

サ

散
ル
ご
と
-
'
大
津
の
舟
の
'
網
と
く
こ
と
く
に
'
う
さ
を
晴
し
て
'
勇
む
心

フ

々

.

…

ソ

一

フ

ハ
と
や
の
鷹
の
'
二
度
雲
井
に
立
帰
-
'
同
し
御
空
の
月
を
も
詠
め
'
雪
を
も

カ
ザ

廻
ら
す
'
舞
の
曲
'
左
右
楓
と
の
裸
を
挿
し
て
'
都
に
帰
る
そ
'
有
か
た
き

富
士
見
小
町

ト

コ

ヨ

シ
テ
男
三
人
　
次
第
｢
英
名
も
し
る
き
富
士
の
雪
'
く
.
'
常
世
消
ぬ
を
尋
ん

グ

ン

ジ

ヨ

シ

サ

ネ

-

男
詞
｢
か
様
に
候
者
ハ
'
出
羽
の
郡
司
小
野
良
実
の
御
内
に
仕
へ
申
者
に
て
候
'

シ
マ
(
マ
マ
〕

又
是
に
渡
-
候
御
方
ハ
'
御
ン
息
女
小
町
御
前
に
て
候
'
掬
も
帝
敷
数
の
道
に

∴
御
情
深
-
'
花
の
朝
月
の
夕
何
れ
の
御
歌
合
に
も
召
れ
'
玉
鉢
雲
ン
上
に
近

ツ
ク

付
､
叡
虞
に
叶
ふ
歌
も
や
と
御
心
を
尽
さ
れ
侯
'
き
れ
ハ
召
人
ン
ハ
居
な
か
ら

メ

イ

　

　

　

　

　

　

(

マ

マ

)

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

マ

名
所
を
さ
と
す
と
ハ
申
せ
共
'
誉
れ
名
高
さ
富
士
山
を
御
覧
せ
度
由
仰
候
程

ア

ヅ

マ

ヲ

シ

に
'
某
御
供
申
唯
今
吾
妻
に
下
-
候
　
　
サ
シ
立
衆
｢
夫
落
花
の
春
に
名
残
を
惜

コ

ウ

ケ

イ

ア

カ

ツ

キ

-
'
紅
閏
の
暁
に
は
'
シ
テ
｢
郭
公
の
初
音
を
待
チ
'
一
葉
散
秋
の
月
に
裏

モ

ヨ

フ

テ

イ

セ

ウ

ヒ

ト

を
催
し
　
立
｢
庭
松
の
雪
に
詠
め
等
し
く
　
シ
テ
｢
四
つ
の
時
四
つ
の
海
　
立
衣
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モ

レ

コ

ガ

ル

↑
洩
ぬ
ハ
広
さ
敷
嶋
の
'
道
の
心
の
深
み
と
-
'
空
に
焦
る
恋
路
迄
'
実
情
し

る
和
寄
と
か
や
　
　
上
寄
｢
思
ひ
立
廻
る
も
早
さ
小
串
の
'
-
＼
'
丑
ミ
つ
比

シ
ゲ

に
都
出
'
夕
附
ケ
烏
の
空
寝
に
も
'
関
路
ゆ
る
し
て
逢
坂
や
杉
の
-
繁
る
守
山

フ

ム

ナ

ル

ミ

ガ

タ

を
'
跡
に
美
濃
路
と
お
よ
ひ
の
橋
踏
に
と
ゞ
ろ
と
鳴
海
渇
く
'
　
下
｢
浪
社

袖
に
懸
川
の
'
浦
風
音
に
菊
川
の
あ
た
-
を
越
て
造
J
V
と
清
見
か
関
に
着
に
け

フ

モ

ト

り
　
-
　
　
　
男
詞
｢
急
候
程
に
'
是
ハ
早
富
士
の
根
に
着
キ
て
侯
'
い
か
に
申

上
侯
'
弓
ン
手
に
そ
び
え
し
山
こ
そ
'
世
に
聞
え
た
る
富
士
の
獄
に
て
御
座
候
､

御
ン
滝
癌
髭
ハ
き
れ
侯
へ
シ
テ
｢
漕
譜
て
聞
及
し
よ
-
,
感

詠
め
異
成
名
山
ン
か
な
､
実
や
消
ぬ
が
上
に
降
積
富
士
の
白
雪
ハ
　
上
｢
神
代

ヨ
こ
ヽ

の
雪
や
猶
残
る
覧
　
上
岡
｢
又
ハ
ま
じ
ろ
成
ル
田
子
の
う
ら
ハ
と
読
つ
る
も
'

り

-
'
今
更
お
も
ひ
白
雲
の
'
た
な
び
-
上
ハ
い
か
な
ら
ん
'
見
え
ぬ
る
程

ヤ

ウ

く

ナ

カ

バ

シ

タ

ハ
'
高
さ
山
哉
漸
行
ハ
足
引
の
､
山
の
半
に
成
ぬ
れ
ハ
'
余
の
山
を
'
下
に
駿

河
の
富
士
の
根
に
'
詠
め
ハ
多
-
三
保
の
浦
'
浪
に
さ
ら
す
か
衣
川
'
流
れ
清

見
の
関
路
迄
間
.
ぢ
か
き
富
士
の
,
配
軒
哉
/
＼
　
ヮ
キ
詞
｢
是
ハ
当
社
戯
酢

シ

ヨ

ラ

ウ

セ

ン

ゲ

ン

に
仕
へ
中
神
ン
主
シ
に
て
侯
'
此
間
ハ
所
労
仕
浅
間
へ
参
ら
す
侯
程
に
'
唯
今

禅
定
申
さ
ハ
や
と
存
侯
'
又
あ
れ
に
見
馴
ぬ
上
東
の
'
其
様
由
～
敷
粧
ひ
に

ケ

ン

ソ

タ

ゝ

ズ

ミ

マ

ヨ

て
､
か
ゝ
る
喰
姐
の
ふ
じ
の
獄
に
才
給
ふ
ハ
　
道
に
迷
ひ
給
ふ
と
存
侯
'
噂
々

夫
な
る
御
ン
方
ハ
何
か
た
へ
御
通
-
侯
そ
　
シ
テ
｢
是
ハ
都
万
の
者
に
て
侯
か
､

名
に
の
,
～
聞
し
富
士
の
獄
を
'
多
年
願
ひ
深
く
し
て
'
思
ひ
立
に
し
旅
衣
､
き

て
増
菅
と
か
め
給
ふ
'
御
身
ハ
い
か
成
人
や
ら
ん
シ
"
キ
｢
是
ハ
当
社
の

宮
仕
也
'
抑
此
富
士
の
頴
と
申
ハ
'
道
ハ
す
る
ど
に
草
木
茂
-
'
寒
ン
風
常
に

は
げ
し
-
吹
キ
､
御
覧
の
こ
と
く
雪
の
常
住
成
故
に
'
信
心
深
き
男
の
身
さ

マ

シ

イ

ハ

へ
'
水
無
月
朔
日
な
ら
で
ハ
禅
定
申
事
な
し
'
増
て
や
云
ん
不
浄
多
き
女
の

ス
ム

身
､
形
ち
粧
ひ
社
さ
も
あ
ら
ん
か
し
､
心
の
雲
の
晴
せ
す
ハ
'
道
を
そ
こ
共
白

ト
ク

雪
8
,
-
 
㌧
憂
目
を
見
さ
せ
給
ふ
へ
し
'
疾
･
～
御
ン
帰
-
侯
へ
　
シ
テ
｢
お
ろ
か
の

人
の
楯
や
な
'
水
無
月
な
ら
て
ハ
禅
定
成
か
た
し
と
ハ
心
得
す
苛
に
'
下
｢
富

フ

モ

ト

ハ

ル

ナ

ビ

士
の
根
の
'
高
き
方
よ
-
秋
の
来
て
'
詞
｢
楚
遥
か
に
扉
-
朝
霧
と
読
る
も

有
又
'
下
｢
駿
河
成
富
士
の
高
根
を
来
て
-
れ
ハ
'
麓
に
か
～
る
'
花
の
白

サ

ス

ガ

カ

シ

コ

雲
､
詞
｢
然
ら
ハ
何
逆
春
夏
秋
の
隔
あ
ら
ん
　
ヮ
キ
｢
流
石
都
人
達
賢
さ
苛
の

タ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ヤ

ク

ジ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ガ

縦
へ
哉
'
と
に
か
-
に
着
情
深
さ
女
人
の
身
'

ヲ
ロ

是
よ
-
御
ン
帰
-
侯
へ
　
シ
テ
｢
猶
も
愚
か
の
仰

ア
ル
ジ

の
主
'
伊
勢
天
照
皇
太
神
も
'
本
地
ハ
女
性
に
て

シ
ヅ

づ
-
当
山
ン
権
現
も
､
元
ハ
焼
し
き
機
の
女
の
'

今
更
何
と
遡
る
へ
き
'
只
と

コ
ン
ゲ
ン

や
な
　
　
ク
リ
｢
夫
我
朝
根
元

お
ハ
し
ま
す
　
　
サ
シ
｢
申
ん

ヤ
シ
ナ

同
｢
翁
か
情
に
養
ハ
れ
'
終

精
勤
立
ッ
な
よ
竹
の
,
世
に
井
ひ
な
き
,
美
文
と
か
や
　
㌃
下
｢
さ
れ
ハ
皆

ナ
ビ

人
の
'
思
ひ
の
は
む
ら
消
や
ら
ぬ
'
富
士
の
煙
の
風
に
廓
-
'
行
ゑ
も
し
ら
す

ま
ど
ひ
し
て
'
見
ま
-
ほ
し
き
と
夕
碁
の
'
鐘
に
驚
き
暁
は
'
烏
の
鳴
ク
音
を

イ

サ

フ

ミ

マ

ヨ

恨
み
つ
ゝ
'
親
の
諌
め
世
の
そ
し
-
､
し
ら
ぬ
恋
路
に
踏
迷
ひ
'
心
を
尽
す
蟹

ナ

ン

ダ

イ

ム

ス

小
船
三
つ
の
難
題
か
な
ひ
な
は
と
け
ん
と
云
し
下
紐
の
結
び
兼
た
る
折
か
ら
に

ヱ
イ
モ
ン
.

上
｢
泰
も
大
君
'
叡
聞
あ
-
て
余
所
に
の
-
'
　
同
｢
見
て
や
や
-
な
ん
白

ア
ヅ
マ

雲
の
'
隔
て
つ
ら
き
舟
橋
や
'
親
し
さ
げ
す
ハ
東
路
の
'
さ
の
-
ハ
い
か
て
つ

ジ

ユ

タ

イ

ミ

コ

ト

ノ

ボ

ン

ら
か
ら
ん
'
入
内
な
す
べ
き
詔
-
'
宣
旨
下
さ
れ
ま
し
ま
せ
共
'
此
姫
凡
人
ン

な
ら
さ
れ
ハ
'
天
の
羽
衣
稀
に
き
て
'
人
の
う
ら
み
ハ
よ
し
な
し
と
'
本
の
都

タ

レ

ア

ヲ

グ

卒
に
行
水
の
措
き
姿
の
か
く
や
姫
　
今
此
山
に
跡
垂
て
仰
と
な
と
か
知
さ
ら
ん

(

マ

マ

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

タ

マ

上
｡
ン
ギ
地
か
ゝ
る
不
思
儀
を
木
綿
四
手
の
'
神
の
昔
を
宣
ふ
ハ
い
か
成
人

イ

ハ

地

ニ

モ

に
て
ま
し
ま
す
そ
.
 
7
7
上
｢
伝
ず
共
そ
れ
ぞ
と
色
に
出
船
の
'
引
手
数
多
の

シ
テ
ニ
モ

色
好
む
'
小
野
小
町
ハ
我
也
　
地
｢
身
を
う
き
草
の
根
を
絶
て
'
誘
ふ
水
あ
ら
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ア

ダ

.

ア

ダ

ハ
い
な
ん
と
ハ
芙
虚
人
の
虚
し
夢
　
シ
テ
上
｢
ぬ
れ
ハ
や
人
の
見
へ
つ
ら
ん

サ

メ

ア

カ

ツ

キ

地
｢
覚
ざ
ら
ま
し
を
　
シ
テ
｢
暁
の
　
下
同
｢
し
の
～
め
東
迄
'
我
詠
じ
っ
る

チ
カ
キ
(
マ
マ
)

尋
の
道
t
 
L
る
や
白
玉
か
'
何
そ
と
問
し
都
鳥
'
都
に
遠
き
富
士
の
根
の
'
人

カ
タ
フ

の
情
ハ
有
明
の
'
傾
く
影
に
我
な
か
ら
'
其
言
の
葉
の
色
に
出
語
る
そ
よ
し
な

か
-
け
る
　
　
ヮ
キ
詞
｢
拐
ハ
小
町
に
て
ま
し
ま
す
か
や
'
然
ら
ハ
苛
を
よ
-

舞
曲
を
な
し
'
神
ン
虞
を
す
ヾ
し
め
御
申
候
へ
　
　
シ
テ
上
｢
大
か
た
ハ
'
月
を

も
め
で
L
t
是
そ
こ
の
　
上
地
｢
積
れ
バ
人
の
'
老
と
な
る
　
　
ハ
ノ
マ
イ

上
岡
｢
い
-
よ
語
る
と
名
残
は
尽
し
'
月
弓
の
　
シ
テ
上
｢
引
帰
ら
ん
と
'
思
ひ

立
　
上
同
｢
麻
衣
の
蒔
き
え
に
L
t
　
う
ら
紫
か
葛
の
葉
の
､
吹
返
し
吹
返
す
､

舞
の
裸
に
落
く
る
ハ
'
松
の
風
滝
の
水
山
彦
の
-
に
答
へ
さ
せ
'
そ
れ
か
あ
ら

フ

モ

ト

ヲ

ユ

ル

ぬ
か
秋
霧
の
'
藤
に
生
る
村
ず
～
き
'
ほ
の
ぐ
の
空
晴
て
'
雲
井
の
都
に
帰

h
ノ
け
h
ソ

山
本
小
町

次
第
｢
秋
の
野
深
き
山
か
け
て
'
く
'
千
種
の
花
を
尋
ん
　
　
ヮ
キ
詞
｢
是
ハ

ス
ヘ
ナ
ガ

摂
州
山
本
の
何
某
季
長
に
て
候
'
我
葦
り
花
に
心
を
よ
せ
色
と
の
草
花
を
数
多

持
て
候
へ
共
'
猶
珍
敷
草
花
を
求
ん
為
'
只
今
山
野
に
出
ハ
や
と
存
侯

ウ
タ
カ

道
行
｢
野
狩
す
る
人
の
心
ハ
さ
ま
-
＼
の
'
鵜
鷹
に
身
を
や
や
つ
す
ら
ん
我
ハ

(
マ
マ
)

そ
れ
に
も
引
か
へ
て
'
露
に
越
居
の
袖
の
-
か
'
露
に
も
ぬ
る
～
す
そ
野
を

り
一
フ

ハ
た
と
-
-
ト
も
専
行
ク
く
　
　
ヮ
キ
詞
｢
い
か
に
誰
か
有
､
あ
れ
な
る
藁
屋

ホ
ト

の
辺
-
に
白
ふ
見
ゆ
る
ハ
何
な
る
そ
'
急
き
見
て
釆
-
侯
へ
　
　
シ
カ
′
､

何
と
白
菊
と
中
か
'
さ
ら
ハ
立
寄
な
か
め
う
す
る
に
て
侯
　
　
ワ
キ
上
サ
シ
｢
実

カ

ノ

コ

マ

ダ

ラ

や
時
し
ら
ぬ
山
は
ふ
し
の
根
い
つ
と
て
か
'
康
子
斑
に
雪
の
降
と
い
へ
-
'

所
せ
き
な
る
山
陰
の
'
雪
か
と
見
ゆ
る
白
菊
は
'
富
士
の
根
よ
-
も
い
や
ま
す

マ
ガ
キ

そ
や
'
荒
う
つ
-
し
の
花
や
侯
　
　
シ
テ
老
女
詞
｢
な
ふ
/
1
其
笛
へ
は
何
と
て

立
寄
せ
給
ふ
そ
　
ヮ
キ
｢
是
成
白
菊
の
あ
ま
-
に
見
事
に
咲
乱
れ
て
候
程
に
'

詠
入
て
休
ら
ひ
候
､
拐
御
身
ハ
花
札
お
.
.
.
&
て
候
か
　
シ
÷
き
ん
候
此
庵
に
し

ア
ル
ジ

ハ
し
心
を
と
む
る
共
'
心
を
花
に
な
さ
～
れ
ハ
'
花
の
主
と
い
ひ
か
た
し
去
な

か
ら
'
昔
の
秋
を
残
す
の
-
な
-
　
ヮ
キ
｢
実
や
伊
勢
物
語
に
も
'
心
の
色
は

紅
ゐ
に
'
匂
ふ
か
上
の
白
菊
の
'
上
カ
､
ル
｢
枝
も
と
を
～
に
ふ
る
か
と
も
見
ゆ

ヨ

こ

ヽ

ヨ

…

シ
テ
｢
男
ハ
し
ら
す
読
に
読
け
る
　
ヮ
キ
｢
匂
ふ
か
上
の
白
菊
ハ
　
シ
テ
｢
折

け
る
人
の
袖
の
番
と
　
ヮ
キ
｢
此
方
に
う
つ
ろ
ふ
色
そ
と
ハ
　
シ
テ
｢
花
物
い
は

ね
草
の
庵
の
　
ヮ
キ
｢
主
を
い
か
て
　
シ
テ
｢
と
ふ
へ
き
ゃ
　
　
上
葛
岡
｢
む
か

し
男
の
心
を
は
'
く
'
見
ん
と
て
菊
の
う
つ
ろ
へ
る
'
枝
に
苛
を
ハ
掛
帯
の

唐
衣
袖
朽
て
,
枯
≧
に
な
る
申
と
な
り
昔
恋
し
き
和
讃
の
友
/
十
　
ワ
キ
｢
如

何
に
主
に
申
侯
'
最
前
よ
-
の
言
葉
の
未
'
只
人
の
お
ち
ふ
れ
.
た
る
と
は
見
え

カ

申
さ
す
候
'
又
昔
恋
し
き
和
歌
の
友
と
承
侯
'
其
歌
人
の
品
～
を
語
り
給
へ

シ
テ
｢
童
ハ
和
苛
の
道
ハ
知
す
侯
ら
へ
共
'
人
の
語
-
つ
る
事
を
あ
ら
-
～
申

フ

ウ

フ

ヒ

ケ

ウ

ガ

セ

ウ

侯
は
ん
　
　
上
ク
リ
地
｢
夫
風
賦
比
興
雅
領
ハ
'
そ
へ
か
ぞ
へ
な
ず
ら
へ
'

た
と
へ
た
ゞ
こ
と
い
は
ゐ
と
て
'
六
義
の
様
は
か
-
の
こ
と
し
　
シ
テ
サ
シ
｢
彼

在
原
の
中
将
ハ
'
同
｢
心
あ
ま
-
て
詞
た
ら
す
､
し
は
め
る
花
の
色
な
ふ
て
匂

ひ
残
る
に
異
な
ら
す
　
シ
テ
下
｢
遍
昭
ハ
苛
の
様
ハ
え
た
れ
共
'
同
｢
誠
す
-
な

し
た
と
へ
ハ
'
絵
か
け
る
女
の
姿
に
め
て
～
い
た
つ
ら
に
'
心
動
す
こ
と
く

な
-
　
　
下
ク
セ
｢
小
野
小
町
ハ
衣
通
姫
の
流
な
れ
ハ
つ
よ
か
ら
ぬ
苛
の
風
情

に
て
春
風
の
吹
乱
れ
た
る
青
柳
の
い
と
よ
ハ
～
＼
と
読
と
か
や
　
上
｢
大
伴
の

里
主
ハ
　
　
(
同
)
｢
山
人
の
薪
ハ
と
ら
て
徒
に
花
に
心
を
と
ゝ
め
て
木
陰
に
日

Osaka Shoin Women's University Repository



-128-

を
や
暮
す
ら
ん
恋
の
心
の
何
と
て
か
苛
の
種
と
は
成
ぬ
ら
ん
　
　
ヮ
キ
詞
｢
か

様
に
委
-
語
-
給
ふ
'
御
身
ハ
い
か
成
人
や
ら
ん
　
シ
テ
｢
荒
む
つ
か
し
の
仰

ヲ

ト

ロ

や
な
'
表
へ
は
つ
る
老
か
身
の
'
　
上
カ
､
ル
｢
わ
か
身
を
何
と
い
え
ば
え
に

ヮ
キ
｢
何
か
さ
の
-
つ
ゝ
み
給
ふ
'
唯
～
名
乗
お
は
し
ま
せ
　
シ
テ
｢
芙
此
上
は

▲

イ

ナ

ム

シ

ロ

ワ

ラ

儲
造
　
ワ
キ
｢
藁
屋
の
床
に
敷
嶋
の
　
シ
テ
｢
道
を
忘
れ
ぬ
お
の
か
身
の
､
小

町
と
い
は
ん
も
恥
か
し
や
　
　
上
岡
｢
斑
ハ
小
町
の
果
な
る
か
'
芙
痛
ハ
し
の

サ

ソ

ア

ハ

御
事
や
身
を
浮
草
の
根
を
た
へ
て
　
シ
テ
上
｢
今
ハ
誘
は
ん
水
な
く
ハ
'
泡
と

消
つ
ゝ
栄
も
せ
で
　
上
岡
｢
な
か
ら
へ
釆
ぬ
る
年
月
を
送
り
迎
へ
て
老
か
身
の
'

ク
チ

今
ハ
い
つ
し
か
朽
果
る
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
は
人
を
見
ぬ
目
の
'
涙
か
な
く

ヮ
キ
詞
｢
如
何
に
老
女
へ
申
侯
'
伝
へ
き
く
五
節
の
舞
ま
な
ふ
て
御
見
せ

ジ

侯
へ
　
シ
テ
カ
､
ル
｢
と
か
-
辞
す
る
に
よ
し
そ
な
き
　
ヮ
キ
ヘ
音
に
か
へ
す
有

ト

ヨ

ヲ

カ

ヒ

メ

様
ハ
　
　
シ
テ
｢
豊
岡
姫
の
舞
の
袖
　
ワ
キ
｢
返
～
も
　
シ
テ
｢
舞
と
か
や
　
地

ホ

ギ

ケ

イ

｢
視
て
の
た
ま
ハ
-
序
ノ
マ
イ
　
上
ワ
カ
｢
ほ
ざ
て
宣
く
宝
鏡
を
見
る
に
　
　
地
上

ミ
ア
一
フ
カ

｢
我
を
見
ま
す
が
こ
と
く
せ
よ
共
に
御
殿
を
ひ
と
つ
に
し
て
'
い
は
ゐ
の
鏡
と

な
す
へ
し
と
な
-
.
t
L
カ
､
ル
｢
雲
の
上
な
る
音
楽
を
ま
な
ふ
　
上
岡
｢
姿
ハ
空

お
そ
ろ
し
や
'
語
る
と
も
尽
し
　
　
シ
テ
下
｢
松
の
葉
の
散
つ
も
る
　
　
下
同
｢

ス
ヘ
ナ
ガ

-
'
わ
ら
屋
の
軒
に
た
ゝ
す
め
ハ
'
名
残
つ
き
せ
ぬ
季
長
も
'
暇
申
て
か
へ

ア
ト

り
け
れ
ハ
　
シ
テ
下
｢
小
町
ハ
跡
に
　
上
岡
｢
只
ひ
と
り
ひ
と
つ
世
に
'
拾
ら
れ

た
る
有
様
か
な
す
て
ら
れ
て
ひ
と
り
残
-
け
-

幽
霊
小
町

ヮ
キ
詞
｢
是
ハ
諸
国
一
見
の
僧
に
て
侯
'
抱
も
我
大
和
路
の
名
所
旧
跡
拝
,
～
廻

り
'
今
日
は
竜
田
の
明
神
に
参
り
侯
'
是
よ
-
河
内
越
へ
に
か
ゝ
-
'
都
へ
上

ら
ハ
や
と
思
ひ
侯
　
　
正
行
｢
竃
田
山
い
か
に
時
雨
の
染
分
て
'
/
＼
'
青
葉

に
ま
し
る
下
紅
葉
分
暮
し
っ
つ
行
程
に
'
墨
の
衣
の
袖
寒
さ
'
嵐
の
音
も
高
安

の
里
に
む
早
着
に
け
-
く
　
-
詞
｢
急
候
程
に
'
是
ハ
は
や
河
内
の
国
高
安

と
や
ら
ん
申
侯
'
彼
在
原
の
業
平
此
里
に
通
ひ
給
ひ
し
を
'
夜
半
に
や
君
か
独

-
行
ら
ん
と
詠
し
け
ん
も
'
此
所
の
事
成
へ
し
'
人
来
り
て
侯
ハ
ゝ
'
委
-
尋

ハ
や
と
思
ひ
侯
　
　
シ
テ
｢
噂
～
御
僧
ハ
何
事
を
仰
候
そ
　
ヮ
キ
｢
是
ハ
諸
国
一

ア
タ
リ

見
の
僧
に
て
侯
か
'
竃
田
の
明
神
に
参
-
初
て
此
所
に
釆
-
て
侯
'
辺
の
人
に

ス

ミ

カ

て
ま
し
ま
さ
ハ
'
業
平
の
古
へ
を
語
っ
て
御
聞
せ
候
へ
　
シ
テ
｢
い
や
我
力
栖

イ
ヅ
ク

ハ
何
国
共
定
め
な
き
世
の
中
に
'
　
下
｢
か
-
表
ふ
る
姿
と
成
て
候
'
詞
｢
然

れ
共
我
も
故
有
身
に
し
あ
れ
ハ
'
其
な
き
跡
の
恋
し
さ
に
'
是
迄
参
り
て
候
也

(
マ
マ
)

ヮ
キ
カ
､
ル
｢
不
思
儀
や
な
さ
し
も
老
女
の
御
事
な
る
か
'
其
業
平
の
な
き
跡

モ

ゝ

ト

セ

ヒ

ト

ト

セ

を
'
是
迄
尋
給
ふ
事
'
　
詞
｢
抱
ハ
御
身
ハ
百
年
に
一
年
た
ら
ぬ
つ
-
も
髪

と
'
詠
せ
し
人
に
て
ま
し
ま
す
か
　
シ
テ
詞
｢
夫
ハ
よ
し
な
き
昔
男
を
'
思
ひ

ス

染
に
し
色
好
-
　
ヮ
キ
カ
､
ル
｢
実
其
女
歎
き
ぬ
と
て
　
シ
テ
下
｢
き
む
し
ろ
に

衣
片
敷
今
宵
も
や
'
恋
数
人
に
あ
ハ
で
の
-
ね
ん
と
　
　
下
同
｢
恨
侍
ぬ
る
言

カ

リ

ト

ヨ

の
葉
を
'
裏
と
思
ひ
仮
枕
､
1
夜
の
夢
そ
は
か
な
さ
　
　
上
岡
｢
き
れ
ハ
彼
業

平
ハ
'
く
･
'
思
ふ
を
思
ひ
思
ハ
ぬ
人
も
思
ふ
な
る
'
情
の
道
も
浅
か
ら
ぬ
'

ズ
-

実
や
有
し
世
を
'
忍
ふ
も
ぢ
摺
誰
故
に
'
心
の
乱
れ
'
成
ら
ん
　
-
　
　
ヮ
キ
詞

ツ

ヽ

｢
い
か
に
老
女
､
御
ン
身
の
風
情
詞
の
末
'
唯
人
と
ハ
見
え
給
ハ
す
候
'
包
ま

タ
レ
ト
モ

ず
名
を
御
名
乗
侯
へ
　
シ
テ
｢
恥
し
や
我
を
何
と
か
岩
代
の
'
待
事
も
な
き
浮

身
な
か
ら
　
　
ク
-
｢
枕
よ
-
跡
よ
-
恋
の
責
-
れ
ハ
'
同
｢
心
の
外
な
る
音

ア
マ
タ

譜
へ
現
も
な
や
な
浅
ま
し
や
　
　
サ
シ
｢
凡
小
町
に
心
を
懸
L
t
　
人
の
数
多
の

ツ
ラ

恋
衣
'
同
｢
恨
-
の
数
の
重
-
て
'
滑
だ
に
果
ぬ
身
そ
怨
き
　
　
ク
セ
下
｢
在
原

.

r

I

一

.

~

｡

.

ゝ

一

.

t

T

･
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､
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ヽ
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一

瞥

■

r

ー

_

.

-

シ
ボ

の
業
平
ハ
'
凋
め
る
花
の
色
な
ふ
て
'
匂
ひ
残
れ
る
寄
夕
人
ト
の
'
心
詞
の
奥

ス
ム

深
く
　
秋
の
野
に
篠
分
し
朝
の
袖
よ
り
も
'
達
て
ぬ
る
夜
ぞ
ひ
ち
増
-
け
る

サ
ス
ガ

と
'
読
お
こ
せ
た
り
け
れ
ハ
'
流
石
に
我
も
梓
弓
'
い
か
に
と
い
は
ん
方
も
な

ス

ム

ス

ス

く
誰
大
方
の
こ
せ
-
さ
に
　
シ
テ
上
｢
見
る
め
な
き
'
我
力
身
を
う
ら
と
し
ら

ツ
レ
ナ
キ

ね
は
や
､
同
｢
か
れ
な
で
海
士
の
足
た
ゆ
-
'
通
ふ
心
を
荒
磯
の
松
ハ
難
面
色

ア
ダ

見
え
て
'
終
に
虚
な
る
申
な
-
と
'
憂
名
に
立
し
古
へ
を
'
語
る
も
昔
男
我
名

ス

ハ
い
ほ
じ
つ
ゝ
ま
し
や
　
　
上
｡
ン
ギ
地
｢
今
ハ
疑
ふ
所
な
-
'
英
名
に
ふ
れ
し

(
マ
マ
)

小
野
の
小
町
'
夫
ハ
去
に
し
世
語
を
今
見
え
給
ふ
不
思
儀
き
よ
　
シ
テ
｢
包
め

共
'
袖
に
た
ま
ら
ぬ
白
玉
ハ
'
昔
恋
敷
キ
涙
の
雨
や
し
く
る
ゝ
竜
田
山
　
上
同

｢
夜
半
に
通
ひ
し
跡
と
め
て
'
此
高
安
に
来
て
-
れ
ハ
　
シ
テ
.
｢
里
ハ
荒
レ
に

し
松
風
の
　
地
｢
音
の
-
残
る
　
シ
テ
｢
草
の
陰
に
　
下
同
｢
誰
か
つ
ゐ
に
行
ク
､

道
と
ハ
兼
て
知
へ
き
ゃ
'
今
ハ
是
迄
そ
御
僧
'
今
宵
ハ
夏
に
待
給
へ
'
重
ね
て

姿
を
見
ゝ
え
ん
と
小
ふ
か
と
-
れ
ハ
､
矢
に
け
り
-
1
　
　
ヮ
キ
詞
｢
扱
ハ
唯

今
の
老
女
ハ
'
疑
ひ
も
な
き
小
野
の
小
町
に
て
候
'
表
や
実
も
百
モ
年
々
迄
'

ゴ
ウ

輪
廻
の
業
を
ま
ぬ
か
れ
給
ハ
ぬ
事
の
痛
ハ
し
き
よ
　
　
上
帝
｢
い
ざ
弔
ひ
て
浮

メ

ヨ

モ

ス

ガ

ラ

へ
ん
と
'
-
1
'
葦
の
定
を
敷
妙
の
'
枕
の
月
の
終
夜
'
此
御
経
を
'
読
涌
す

る
-
1
　
後
シ
テ
r
l
 
J
1
7
1
モ
⊇
宥
難
の
御
弔
ひ
や
な
,
妙
な
る
法
を
身
に
受

て
'
仏
栗
に
至
る
此
上
ハ
'
何
を
か
今
ハ
慣
-
の
'
小
町
か
姿
を
顕
す
な
り
r
t

去
に
て
も
な
き
跡
を
'
小
野
と
ハ
い
は
じ
薄
生
け
-
と
'
問
れ
し
我
も
英
人

も
'
友
に
昔
に
業
平
の
'
其
面
影
に
う
つ
-
舞
の
'
老
の
姿
ハ
恥
か
し
や
､

下
｢
よ
し
夫
逆
も
報
謝
の
舞
'
(
同
)
｢
紅
葉
を
挿
す
,
挟
哉
　
マ
イ
　
上
ワ
カ

↑
心
さ
へ
'
誘
ハ
れ
行
か
竜
田
の
山
風
に
　
　
同
｢
妄
執
の
雲
晴
て
'
真
如
の

月
の
,
明
ら
け
さ
有
様
是
-
見
給
へ
有
難
や
　
下
キ
ぺ
け
に
今
よ
り
が
､
璽

サ
ト

に
'
迷
ひ
の
里
を
立
出
て
'
本
の
覚
-
に
か
へ
る
人
'

れ
と
'
心
の
奥
を
尋
ね
れ
ハ
'
回
し
蓮
に
至
る
へ
き
'

く

か
ぞ
へ
す
よ
ま
ず
多
け

ぞ
ニ
モ

遊
ひ
ハ
嬉
し
か
-
け
る

執

筆

者

紹

介

原

　

田

久

　

　

保

西

　

　

畑

嘉

　

部

竹

　

内

　

美

山

　

本

竹

　

島

芳

　

起重芙

嘉

　

隆

千

　

代

和

　

子

智

　

子

本

　

学

　

教

　

授

本

　

学

　

教

　

授

本
学
助
教
授

本

　

学
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